


「容器包装jつてなに?
燃やせるごみ

生ごみ、紙くず
紙おむつ(汚物を除く)
酒かすなど
草木・小枝・ゴム製昂
座ぶとん、ぬいぐるみ
容器包装に該当しない
プラスチック製昂(おもちゃ
などの小物類など)など

の
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商品をおさめたり、包んだりしているも

ので、商品が消費されたり、包みをひら

いた後には不要となるもののことをいい

ます。

f容器包装J(資源物)に
ならないものは?

.中に商品が入っていないもの。 (ごみ袋、フランタン、洗面器、台所用ボール、タッパーなど)

.商品の一部とみなされるものo (C Dケース、カメラなどのケース類、計量カップなど)

.商品でないものが入っている場合。(クリーニング袋やダイレクトメールなどの袋類)
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〔次のものは容器包装なのですが、令酬り組みでははず附り、 附せ叫jに出以

.ケチャップ、マヨネーズ、はみがきなどのチューブや容器

…水洗いに手聞がかかったり、内容物がとりにくいため。

.のり、接着剤などのフラスチック製チューブや容器または接着剤等が付着しているもの0

.農薬、除草剤、消毒薬のチューブや容器…人体や環境に対する影響があるため。

.袋や容器の内外にアルミ、銀紙などが使われていて、取り外しできないもの

(一レト山などで取り外すことができたら容器は「崎 山

銀紙のふたは「燃やせるごみ」で出してください。

例外物

.仕出しなどの弁当箱…屋外での利用の時には洗えない場合が多いため。

(ただし水洗いできる場合は rA類Jに出してくださp)

その他の「燃やせるごみJ.r容器包装」かどうか、はっきりしないもの・・・ラップ(フィルム類)、発泡スチロール製
梱包資材、

帽開 園田 園四国幽岨幽 圃幽圃ー ーー 園田 園田 園田 園田園田 園間 園開 園圃 醐輔 副開 園圃 圃幽 園間園田 園圃圃，

r.1今まで生ごみをレジ袋に入れて「燃やせるごみjに出していましたが
一一これからは、タメですか?

困 レジ袋は 7月から資源物となりますので、なるべく出さないよう
お願いします。ごみ袋や資源とならないクリーニングの袋やアル

ミ袋などで工夫してください。

(ただの山ーに耐るものなどの場合は少量なら)
やむをえないと思います。

図 三角コーナーなどの水切りネットはどうですか?

密 生ごみと一緒に「燃やせるごみ」で出してください。

図 紙製の容器包装類は?

図 古紙類の雑誌・厚紙等と同じ区分の資源物でお願いします。

図 事業系のごみは?

悶 事業者自身で慨することになっていますが、一般廃棄物の処理を

清掃センターに依頼するのであれば、分別して出す必要があります。
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これまで、ペットボトル、缶、ビンなどを分別の対象としていましたが、本年度に「容

器包装リサイクル法Jが完全実施されることによって、新たに[容器包装Jに該当する

「その他のプラスチック容器Jが分別収集されます。

女その他のプラスチック容器一~ r燃やせないこ、みの収集日j に出してください。
基本的な出し方=・ふたをはずし、中身が付着、混入しないよう、水洗いをして汚れを

取り除いてから、乾燥させてください。(洗剤で洗う必要はありません)

.A類とB類を混ぜずに、それぞれを市販の無色透明のごみ袋に入れ
て出してください。

対象となるもの
士吋¥

d 圃.-- ボ卜ルや力ツプ類、中敷ケ一スなど v‘U 商闘献白跡が似入冗引此た容鶴器類恥肝叫(小川卜凶山レ
.プラスチック製のふたやキャップ

主な例

《注意すること》

・ペットボトルや資源物とならないプラスチック

類(おもちゃ、タッパ一類など)は、入れない

でくださL、。(ペットボトル& は、これまでど

おり別に資源物として出して下さし、)

.A類はかさばるので、つぶしてもかまいません。

“lA類はA類でまとめて透明袋に入れてよいのです
一一力、?

図 まとめて入れてください。

-Z?壱j

借亡-yl麺
ごて¥

aa・h ・ポリ袋類(商晶が入っていたもの) V 
・:]比・ -スーパーなどのレジ袋
司司園F

・食昂用トレー(発泡スチロール製)

主な例

《注意すること》

・トレーはつぶさずに、白色とその他の色にわけ

で、輪ゴムなどでくくってください。

(ただし、硬いプラスチック製のものはA類です)

・水洗いして、汚れを取り除いてください。

r.1卜レーと同じ材質の発泡スチロール製のものの取
一一り扱いがよくわかりませんが?

E弁当箱や食品等の容器で仕切りがあるものなどは、
トレーとはみなさずA類です。
緩衝材・梱包に使われるものはいろいろあるので、
今回はこれまでどおりこぶしほどの大きさにして
「燃やせるごみ」に出してください。

食品トレ一類

レジ袋

わからない点がありましたら、清掃課へお問い合わせください。
清掃課 54-3100 
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鈴
国
運
動
広
場
完
成

J

ー
ス
ポ
!
ツ
振
興
に
一

役
i

平
成
叩
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ
と
"
つ
く
り
事
業
」

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
、
鈴
田
運
動
広
場
が

完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
広
場
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト

2
面
、
駐
車
場
、
身
障
者
対
応
ト
イ

レ
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
竣
工
式
で
、
甲
斐

田
市
長
は
「
こ
の
地
域
は
元
々
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

ん
な
所
で
す
が
、
こ
の
広
場
の
完
成
で
今
後
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
、
竣

工
を
祝
い
ま
し
た
。

mu
新
大
村
消
防
署
完
成

町

!

県
初
防
災
セ
ン
タ
ー
設
置

i

大
村
消
防
署
の
老
朽
化
に
伴
い
、
森
園
町
に
建
設

し
て
い
た
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
庁
舎
に

は
、
市
消
防
団
本
部
や
防
災
教
育
な
ど
を
行
う
防
災

セ
ン
タ
ー
も
併
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

の
避
難
場
所
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
落
成

式
で
は
、
甲
斐
田
市
長
は
、
「
消
防
防
災
の
拠
点
の

完
成
を
機
に
災
害
の
な
い
安
全
な
町
"
つ
く
り
に
尽
力

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

m
大
村
湾
南
部
流
域

ud

下
水
道
供
用
開
始

ー

美
し
い
大
村
湾
を
未
来
へ

i
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大
村
湾
南
部
流
域
下
水
道
の
南
部
浄
化

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
通
水
式
が
行
わ
れ

中
小

lυ
れ九
。

こ
れ
は
、
大
村
湾
が
排
水
等
で
水
質
悪

化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
長
崎
県
と
大
村

市
・
諌
早
市
・
多
良
見
町
が
協
力
し
て
平

成

5
年
か
ら
事
業
着
手
し
た
も
の
で
す
。

本
市
は
三
浦
地
区
の
溝
陸
町
・
今
村
町
が

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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都
市
計
画
道
路
・
久
原
梶
ノ
尾
線

町

一
部
供
用
開
始

ー
地
域
振
興
に

一
役

i

平
成
5
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
た
都
市
計
画
道
路
・
久
原

梶
ノ
尾
線
三
城
工
区

(
6
8
0
メ
ー
ト
ル
)
が
完
成
し
、
開

通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
通
式
で
、
甲
斐
田
市
長
は
「
地

権
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
受
け
、
開
通
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
開
通
で
地
域
の
振
興
の
要
因
と
な
り
、
本

市
の
大
き
な
発
展
の
原
動
力
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
述
べ、

開
通
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
全
線
開
通
を
目
指

し
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

崎
雨
期
を
前
に
危
険
箇
所
を
視
察

1

1

災
害
の
な
い
ま
ち
へ

i

梅
雨
や
台
風
シ
ト
ス
ン
に
備
え
て
、
防
災
対
策
に
万
全
を
図

る
た
め
市
内
の
災
害
危
険
箇
所
や
昨
年
災
害
発
見
箇
所
整
備
状

況
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
視
察
は
、
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
の
把
握
や
災

害
対
策
な
ど
を
関
係
機
関
が
連
携
し
、
迅
速
な
対
応
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
甲
斐
田
市
長
を
は
じ
め
、
堤
警
察

署
長
、
松
島
消
防
署
長
ほ
か
関
係
機
関
か
ら
約
初
人
が
参
加
。

黒
木
地
区
の
急
傾
斜
地
や
三
浦
地
区
の
崖
く
ず
れ
、
今
村
川
の

改
修
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
会
議
も
聞
か
れ
、

9
月
に
開
く
総
合
防
災
訓
練
や
地
域
防
災
計
画
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
甲
斐
田
市
長
は
「
防
災
訓
練
な
ど
の
実
施
に
あ

た
っ
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

安
全
な
町
"つ
く
り
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。
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①

議園公園は、広くてすばらしい公園と思い

人子どもが乗って遊べる遊具(すべり台、
ぶらんこなど)があればと思います。

菜園公園は、市内外の人々が「水と花と緑のふれ

あいjを感じることが町出来る特殊公菌として整備
しました。圏内には、走り回ったり、ボール遊び

が出来る芝生広場・親水水路・緑のふれあい館な

どを設け、遊具は最小限にとどめています。

今後も家族連れで 18中過ごせる公園づくりを
目指し、整備していきます。

-眠温IJ措置面[IG謹直E・
子856-8686 玖島 1丁目25番地
大村市役所秘書広報課内 (内線204)
「市長さん lはいっ リ 係
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海区漁業調整委員会委員選挙
8月3日(木) (予定)

海区漁業調整委員会とは漁業者および漁業従事者を主体とする海区漁業調整機

構であり、今回の選挙は公選により選任される漁民委員についての任期満了に伴

うもので、次の日程で執行される予定となっています。

告示日

投票日
7月25日(刈
8月3日(対

量投票資格 平成11年12月5日に確定した「海区漁業調整委員会委員選挙人名簿」
に名簿登載されている人。

・不在者投票 投票日当日に投票所へ行けない人は、不在者投票ができます。

期間 :7月25日-8月2日 午前8時30分~午後8時まで

場所:大村市選挙管理委員会

。入場券に記載されている投票所でなければ投票できませんので、投票の際は入

場券を良く確認の上お出かけください。

(入場券は7月26日頃発送予定)

0立候補者数が改選数と同数の場合は投票は行われません。
にの場合、入場券は送付しません)

圃投票所

第l投票区:大村湾東部漁業協同組合事務所

第2投票区 :大村市漁業協同組合事務所
第3投票区 :松原浦公民館

量問い合わせ 選挙管理委員会(内線340・34 1 ) 

大村市寡婦表彰式が
行われました

5月14日、午前10時からシーハットおおむら・さく
らホールで、 「平成12年度大村市寡婦表彰式」が行わ
れ、未亡人となって40年以上独力で一家を支え子供の

教育を全うし、社会の発展のためにご尽力された皆さ

んに、表彰状と記念品が贈られました。

今回表彰されたのは、次の皆さんです。(敬称略)

面林ヨシ(玖島1丁目) ・春川松枝(東本町) .面村

スマ(木場2丁目) .川原千代(三城町) ・竹田スミ

子(松並2丁目) ・辻久枝(富の原1丁目) .林田シン

(原口町) ・田漆ヨシエ (宮小路2丁目) ・田端フクヨ

(松原本町) ・上野セイ (野岳町) ・梶原ツヤ(武留

路町).就澄子 (今富町)

地域の発展にご尽力

永年勤続者を表彰
行政委員総会が 5月30日、 コミセンで開催され、永年、

行政と町内会とのパイプ役として、また、地域発展にご

尽力されている永年勤続者の方々の表彰が行われました。

表彰を受けられたのは、次の皆さんです。(敬称略)

20年 塩田隆(岩舟住宅)

15年 井手末虞 (東諏訪) ・佐藤秀信(諏訪8区)

西山俊行(杭出津3区) ・前田裡二 (西大村本町第1)

10年 森林勝見(上久原) ・森勝芳(水主町) ・前田賓

(向陽町) ・橋本惰(古町2丁目西) .松尾吉夫(下杭出

津) ・林田進(黒丸町) ・清水澄男(宮本)

5年 福尾稔(須田ノ木) .山口薫(片町第 1) ・橋本

芳之(東本町) ・上田吾ー (田の平) .福田信行 (坂

口)・外尾康紀(古町5区) ・岩下正治(中央町) ・杉本

朝男(水田2区)・本竹鹿四男(西小路).鶴本文雄(南川内)
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4砂電算機システム記録頂巨と利用状況

大村市は、 コンビューター(電算機)を利用して次のような仕

事をしていますが、「電子計算組織の運営にかかわる個人情報の保

護に関する条例」に基づき年1回公表するものです。

①電子計算組織に記録している主な事務と個人情報

の項目 (下記表のとおり)

②個人情報の開示などの申請はありませんでした。

記 録 項 】内は利用状況 E 
{住民記録J(市民課)0住民コードO世帯コードO異動事由O異動日O届出日
Oカナ氏名O漢字氏名O性別O住民区分O生年月日O続柄O住民となった日
O住民となった届出日O本籍地O筆頭者O郵便番号O従前の住所C住所コー
ドO通称コードO現住所O世帯主名O小学校区O中学校区O投票区O転出先
住所O転居前住所O印鑑番号O印鑑登録年月日O印影O国保資格情報O国年
資格情報O生活保護 (種類、開始年月日、廃止年月日)0身体障害者(種別、
等級、障害名)0各種手当情報O原爆手帳番号O療育手帳番号O介護保険資
格情報O要介護度区分
[住民基本台帳の作成、住民票、印鑑登録証明書など発行く利用業務〉就学通

知書、成人式案内状、国民健康保険証、各種予防接種通知書、健康診断受診

通知書、児童手当など]

{戸籍J(市民課)0本籍O筆頭者O戸籍事項(編製年月日、転籍事項など)0
名O生年月日O続柄O父母氏名O身分事項 (出生事項、婚姻事項、死亡事項
等)[戸籍の全部事項証明他証明書発行、身分証明書発行、戸籍の編製、戸籍

への記録事務など]

[市県民税J(税務課)C個人コードO指定番号O一連番号O課税年度O異動事
由O申告区分O生年月日O性別O氏名O住所O営業所得O農業所得Oその他
の事業所得O不動産所得O利子所得O配当所得O給与所得O公的年金所得。
雑所得O総合譲渡所得O一時所得O土地などにかかる事業所得O長短期所有
土地など所得O分離譲渡所得(短期)0分離譲渡所得(長期)0変動所得。
臨時所得O繰越損失O免税所得(特例)0非課税所得O専従者控除O雑損控
除O医療費控除O社会保険料O小規模企業共済など、掛金O生命保険料O個人
年金保険料支払額O損害保険料O長期損害保険料支払額O総所得金額O各種
扶養控除額O課税標準額O税額控除O差引税額O合計年税額O期別税額O通
知書番号O山林所得O分離株式所得O寄付金控除 [市民税および、県民税の賦
課 ・徴収の関連帳票作成、課税状況調などの資料作成]

[国民健康保険税1(保険年金課)0記号番号C納付書番号C納税義務者コード
O被保険者数O所得総額O控除合計額O課税標準額O所得割額O均等割額O
平等部額O算出合計額O限度超過額O月割増減額O決定税額O個人コード
[国民健康保険税の賦課 ・徴収の関連1帳票作成および課税状況調などの資料作

成]

{軽自動車税1(税務諜)0一車コードO納税義務者コードO車体番号O車両標
識番号O車種O送付区分O課非区分O所有区分O納税義務発生年月 日O廃車
年月日O税額O氏名 [軽自動車税の賦課 ・徴収の関連帳票作成]
[収納J(税務課)0個人コー ドO税目O通知書番号O課税年度O該当年度O期
別O金額O督促料O延滞金O分納金O納期限O収入日O還付日O納付区分
[市税、国民年金保険料、住宅使用料、保育料、施設等入所負担金等の収納業

務]

[税 ・滞納管理1(税務課)0住民コー ドO通知書番号O税目O課税年度O該当
年度O期別O税額O督促料O延滞金O氏名O連絡先情報O面接調査情報O滞
納処分情報O担保物件 [市税の徴収 ・滞納処分関連帳票作成]
{匡1定資産税1(税務課)0一筆コードC納税義務者コードO所在地コー ドOt也
目O状況類似O都市計画O課税地積O評価額O標準地との比較O道路との関
係O造成費控除O比準割合O評点数O所有者コードO一棟コードO画地番号
O棟番O登記年月日O登記床面積O課税年度0種類O家屋番号O用途O構造
O屋根O階層O課税床面積O再建築費評点数O特例対象面積O理論評価額O
決定価格O世帯コー ドO台帳所有者O品名O耐周年数O取得価格O減価残存
率C住所 [固定資産税、都市計画税および償却資産税の賦課・徴収の関連帳
票作成、課税状況調などの資料作成]

[ロ座1(税務課)0個人コードO納税組合O納付方法O開設日O閉鎖日O金融
機関O口座番号O口座名義人 [市税、国民年金保険料、住宅使用料、保育料、
農業集落排水事業分担金および下水道受益者負担金の徴収にかかる口座振替

の関連帳票作成]

同税組合J(税務課)C納組コードO納付組織名O納付組樹℃表者名O口座振
込O口座名義人 [納税組合報奨金支払の関連帳票作成]
[法人市民税J(税務課)0法人番号O産業区分O種別O決算期O設立O解散O
資本金O従業員数O区分O法人名称O住所O本庖の住所O代表者氏名 [法人
市民税の関連帳票作成]

{住宅使用料](建築課)0住宅コードO入居者コー ドO住宅区分O家賃O割増
区分O入居年月日O家族数O住宅番号O月別家賃O世帯番号O納付書番号O
氏名O住所 [市営住宅使用料の徴収関連帳票作成]
[選挙J(選挙管理委員会)0個人コードO世帯コードO通称コードC住所O世
帯主氏名O住民区分O生年月日O性別O続柄C住民となった年月 日O届出年
月日O消除年月 日O異動事由Oカナ氏名O公称コードO投票所名O転出地コ
ードO投票区O資格

7 

[選挙人名簿および投票所入場券の作成]

{医i民年金J(保険年金課)C住民コードO記号番号O取得日O喪失日O種別O
保険料区分O喪失理由O免除区分O納付区分O加入記録。納付書発行区分。
満了年月 日O前納情報O納付記録。生年月日O高齢任意情報O世帯コードO
性別O氏名O住所O金融機関コードO金融機関名O口座番号O納付組合 [国
民年金保険料の賦課 徴収の関連帳票作成および加入状況調などの資料作成]

{下水道受益者負担金] (下水道業務課)0受益者賦課コードO筆数O地積O負
担金O猶予年月O猶予額O減免額O差引負担金額O個人コードO納付管理人
個人コードO氏名O住所 [下水道受益者負担金の賦課・徴収の関連帳票作成]
{農業集落排水事業分担金J(農村整備譲)0受益者賦課コードO筆数O地積O
分担金O猶予年月O猶予額O減免額差引分担金額O個人コードO納付管理人
個人コードO氏名C住所 [農業集落排水事業分担金の賦課・徴収の関連l帳票
作成]

[生産設整](農林水産設)0農家コードO農家情報O農地情報O転作情報 [調
整水田に関する帳票作成]

[保育所1(児童家庭諜)0保育所コードO児童コードO区分O階層O入所年月
日O退所年月 日O位帯コードO氏名O生年月日O性別O判定C保育料(市基
準)0保育料(措置分)0通知書番号O区分判定 [保育料の徴収に伴う関連
帳票作成]

:福祉医療1(福祉課)C住民コードO医療区分C受給者区分O資格取得日C保

険種別O身障手帳O療育手帳O母子最終年月日O氏名O生年月日O性別O続
柄C住所 [福祉医療費給付に係る事務、関連帳票作成]
{老人医療1(保険年金諜)0住民コードO受給者番号O資格取得日O事由O保
険区分O保険者番号O氏名O生年月 日O性別O続柄C住所 [老人医療の給付
に係る事務、関連帳票の作成]

{薄害者福祉](福祉課)C住民コードO住所O氏名O生年月日O性別O交付月
日O等級O種別O手帳番号O障害名Oケース番号O交付番号O負担金O税情
報O支給情報 [身体障害者手帳、更生医療、補装具、日常生活用具、療育子
帳、福祉手当、福祉電話、介護見舞金等に関する台帳管理、給付等処理、関

連帳票、資料等の作成]

[施設入所](福祉課・高齢福祉課)0住民コー ドO住所O氏名O性別O続柄。
事由O申請日O決定日O措置日O入所日O退所日O施設種別O金額O収入状
況O課税状況O通知書番号O階層区分 [老人福祉施設、療育施設等の入所に
関する事務、関係帳票の作成]

{高齢者福祉](高齢福枝諜)C住民コードO世帯コードO世帯員数O氏名O生
年月日O性別O電話番号O保護者情報O連絡先情報O住居情報O医療情報O
ホームヘルプ情報Oショートステイ情報Oデイサービス情報O老人クラブ情
報 [ホームヘルプ、ショートステイ、デイサービス、福祉電話、 日常生活用

具、介護見舞金等に関する台帳管理、給付等処理、関連帳票、資料等の作成]

[生活保護1(保護課)0申請番号Oケース番号O世帯コードO開始年月 日O開
始理由O停止年月 日O停止理由O廃止年月日O廃止理由O世帯主級地O世帯
主住民コードC住民コードO氏名O生年月日O性別O保険区分C個人支給情
報O医療情報O医療券情報O介護券情報O意見書情報 [生活保護に関する台
帳管理、支給、医療券、介護券、意見書、統計等の処理、関連帳票、資料等

の作成]

{介護保険] (高齢福寺止諜)C被保険者番号O住民コードO世帯コードO住所O
カナ氏名O漢字氏名O生年月日O性別O続柄。異動事由O異動日C住民とな
った日O住民となった届出日O世帯主名O証発行情報O住所地特例情報O適
用除外者情報O医療保険加入情報O生活保護情報O老齢福祉年金d情報O公費
負担医療情報O施設入退所情報01日措置者情報O要介護認定申請情報O訪問
調査関係情報O医療調査情報O認定審査会情報O要介護認定結果情報O訪問
調査票O特記事項O主治医意見書O居宅サービス情報O給付実績情報O償還
払い情報O給付減額情報O高額サービス費情報O高額サービス費貸付情報O
世帯集約情報O標準負担額情報O減免・減額情報O保険料O保険料収納情報
O賦課年度O申告区分O営業所得O農業所得Oその他の事業所得O不動産所
得O利子所得O配当所得O給与所得O公的年金所得O雑所得O総合譲渡所得
。一時所得O土地などにかかる事業所得O長短期所有土地など所得O分離譲
渡所得 (短期)0分離譲渡所得(長期)0変動所得O臨時所得O総所得金額

O金融機関O口座番号O口座名義人 [居宅サービス、特例サービス、居宅サ
ービス計画、 特例居宅サービス計画、施設、特例施設、償還払い、 住宅改修、

福祉用具購入等に関する事務、関係帳票の作成1[要介護認定の申請から結果
までに関する事務、関係資料・帳票の作成1[保険料の賦課、更正、収納管理]



51.きまったね
「第 1回ドラゴン杯空手道大会」が行われました。大会
には、県内の空手愛好家約300人が参加。甲斐田市長が

「学生時代、空手を通じて精神的な面を学んだ。皆さんも

色々な面で大きく成長してほしい」と激励。選手たちは形

や組手など、日頃の練習で鍛えたわざを競いました。

5/1)セールを上げよ!
「第5回大村市長杯ヨットレース」が、空
港の南海域で行われました。レースには、県

内から25艇が参加、帆いっぱいに風を受け波
しぶきを上げながら走っていました。
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\/ - パ'-~~し!ヘ51.わたしもナイチンゲール
大村市立病院では、5月12日の「看護の日」を記念して、
ふれあい看護体験が行われました。男性一人を含む12人の

一般市民の方が、患者さんの髪を洗ってあげたり、シーツ

を斐換したりして、厳しいながらも人のために努力してい

る看護婦さんの仕事を体験しました。

51.まるいボールにチームの輪
県内の9つの児童福祉施設が集まり 、男子は野球、女子はバ

レーポーjレの球技大会が聞かれました。みんなは、チームワー

クのすばらしさを体験するとともに、お互いの親睦と受流をよ

リ一層深めていい思い出とすることができました。

6/.ヶナフの種、
ー花の種を寄贈
九州電力 (株)大村営業所は、環境月間の一環

として、市内小学校にケナフの苗と花を贈りまし

た。寄贈を受けた島助役は「本市も昨年からケナ

フの種を小学校に寄付し育ててもらっている。今

年も力をいれていきたい」又、大村小学校の児童

は「みんなで大事に育てます」と環境への関心の

高さを示していました。あリがとうございました。

¥ 
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CAMERA SPOT 

5。元気ハツラツ!
「第26回老人クラブ連合会スポーツ大会」が開かれ
ました。大会には、市内各地区から約1，200人が参加。

50m走や風船わり 、各老人クラブ対抗ボール送りポ-

jレけり競争などで汗を流していました。

5/fDわ~い!
ーみんなで楽しく遊ぼう!

これまで民間の借家で実施してきた学童保育の「ほうこ児童

クラブJと「くさぶえ児童クラブ」はこのたび、新しい施設が完
成し、開所式が行われました。

51.矢の先は的
「第19回大村市長杯県下弓道大会J
が行われました。大会には、県内の弓

道愛好者や市内高校生など約250人
が参加。パシィッと弓の離れる音やポ

ンと的に当たる音が、ぴーんと張り詰

めた会場に響いていました。
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メインアリーナ ※体育館シユースf持ってきてくださ い。 - 事前申込 O自由参加

-・・・・・・・~.樋彊霊酒 ._!詰E話回・・・・
• 10人11脚競走 9:30-12:00 

. バスケッ トフリ ースロー大会 13:00-16・00

30mを何秒で通過するかタイムを競います。(対象 :小学生~高校生/1組10人)

1人1回ずつ投げ何球入るかを競います。(対象 :小学生~高校生/1組5人)

. ロープジャンピング大会 9:30-12:00 制限時間内に何回跳んだかを競います。(対象 :小学生~高校生/1組12人)

0 キックターゲッ 卜 13:00-16・00 おなじみの的あてゲ ムです。いく つゲッ卜できるかな。

@ ニュースポーツコーナ 13:00-16:00 いろんなニュースポーツを体験してみよう。

0 親子であそぼう 9:30-12:00 親子でいっしょにゲ ムを楽しもう !あかちゃんハイハイ競走など

。 ネイチャーゲーム 9:30-16:00 自然の木や石を使って楽しく遊ぼう。火おこしにも挑戦。

。 ロープで遊ぼう 9・30-16・00 ロープのはしごを歩いたりのぼったり。いろんな遊びを教えます。

E3図画関・ はがきに①出場競技名②出場部門〔小学生低学年の部門、小学生高学年の部門、中学生の部門、高校生の部門〕③チーム名
④チーム代表者氏名⑤代表者住所⑥代表者電話番号を記入し、コミセンに申 し込んでく ださい。

・締め切り :7月7日 (金)必着

サブアリーナ ※体育館シユースごを持ってきて くださ¥"0

-・・・・・・・・~.極・gill詔 ._!原田苗・・・・・ 内容 | 

。 ロボッ ト操作体験

。 ロッククライミング体験

9・30-16:00

9:30-16:00 

ロボッ卜コンテストに出場したいろんなロボッ卜を自由に動かすことができます。

シーハット名物クライミ ンクウオールに挑戦しよう 1

さくらホール
-・・・・・・・Ii.極・Z置湿詔・・・・・・・・・._.層圏苗・・・・・ | 内言 自

。 子どもいきいき舞台発表 10:00-12・00 子どもたちによる 日本舞踊、ハレエなどの楽しい発表会です。

0 子ども夢づくり音楽会 14・00-16:00 子どもたちによるピアノ、バイオリンなど夢いっぱいの音楽会です。

0e0G 
消防車、はしご車、パトカーなどはたらく自動車大集合 1

0シーハッ トを探検しよう 1- クイス、ラリ ー~
。 五木瓜太鼓演奏と太鼓打ち自由体験

_____ s z 川河

¥ ょω平副〔この事業は、宝くじの助成を
受けて実施するものです〕

百‘

夏休み子ども教室参加者募集
図画曜通産韓間態調 陸臨調罰医盟掴眉 副担ili園面画醐

紙ネンドで素敵な作品 7/31 (月)

子ども紙ネンド教 室 を作ります。 8/7 (月)
教材費800円 10: 00-12 : 00 

折 り紙で、日常的に使 8/23 (水)

子どもお りがみ教 室 える実用品を作ります。 9: 30-12 : 00 
教材費300円

層圏酎~書画逼室田園置 昌信吉輯.~官~1ll麗E圃

小学3年生以上 紙ネンド

30人 人形グループ

小学1年生-4年生 おり鶴会
30人

自分だけのオリジナル 7/24 (月) 小学4年生以上 大村陶芸同好会

子ども陶芸教室 作品を作りませんか。 7/25(火 16人
教材費500円 8/4 (金)
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10: 00-12 : 00 

申込期限:7月17日 (月)必着 受講料無料 (教材費は実費)

申込方法:往復はがきに、住所・氏名・年齢 ・学校名・学年・性別・電話番号・希望する教室名を

1葉に 1講座書いて申し込んでください。

送り先 r〒856・0814 松並1丁目246-5 中地区公民館j

今年も“おおむら子どもフェスタ"開催

いろんなチャレンジゲームや
楽しいイベントが、いっぱい!

消防車やはしご車もくるよ O

日時 :7月22日(土)9:30~16:00 
場所:シーハットおおむら

【申し込み・問い合わせ 】

大村市コミュニティセンター
干856・0836幸町25・33 Te1.54-3161 Fax.54-3162 

コミュニティセンター
- 事前申込O自由参加

ー--~.週四雷雲・・・・園田
。 クラフト工房

。 子ども映画会

。 楽しい人形劇

。 パソコンで遊ぼう

。 おりがみ教室

. 子どもク ッキング

. 子どもリポーターに挑戦

. 親子絵画作品募集

. アウトドアク ッキングに挑戦

ー・・・・・・・:賠・・・・箇E・E・-
9:30-16:00 
11 :00-12:00・14:00-15:00
10:30-12:00・13:30-15:00
9:30-16:00 
10:30-12:00・13・30-15:00
9:30-12:00・13:00-15:00

-・・・・・・・・・・・益田・・・・・・匿容・・・・・・・・・・・・
竹とんぼや水口ケ y 卜など楽しい工作教室を行います。

楽しいアニメ映画を上映します。

人形劇クループによる楽しい人形劇の上演です。

パソコンのお絵描きソフトを使って絵を描きます。

おりカずみでいろんなものを作ります。
お子様ランチとおやつを作ります。

(定員 : 各30名対象 : 小 4 ~中 3) 
子どもフェスタをカメラとビテオカメ ラで取材し、子どもフェスタ
新聞を作ります。
Alサイズの大きな紙に親子で一緒に措いて くださL、。
テーマ、画材は自由です。
ホイル焼きに挑戦 (定員20名 対象/小 4~中 3 )
ツイス卜 (焼きパン) に挑戦 (定員30名対象/小 4~中 3) 
野外で調理を作ります。

E3副島菅彊 「親子絵画作品」は直接コミセンにおいでく ださ い。用紙をお渡 しします。
「子どもク ッキングJrアウトドアク ッキングJr子どもリポーター」は、
はがきに①住所②氏名③学校学年④年齢⑤電話番号⑥希望する内容を記入 し、コミセンに申 し込んでく ださし、0

・締め切り :7月7日 (金)必着

少年歴史クラブ講座募集
玖島城、武家屋敷、 キリシタ ン関係の史跡を見学 したり、
長崎街道を歩いたり、 キャンプなどを行い、郷土の歴史を学習しながら
仲間づく りを目指します。

期間 :7月29日(土)--平成13年 1月27日 (土)
対象・定員:小学6年生~中学2年生 30名
申込期限 :7月17日 (月)
申込方法:はがきに住所・氏名・学校学年・年齢・電話番号を

長崎県子ども舞台芸術祭典

fきつねのおきゃくさまj
他「西川貞一おひとり座公演J
日時:7月16日 (日)

会場:本経寺 10: 30--11 : 20 

市民会館18: 30--19 : 20 記入のうえ、〒856-0836幸町25-33r中央公民館Jまで申し込んで
ください。

.問い合わせ 中央公民館Tel.54ー3161
入場料:会員以外の方は4歳以上1，000円 (当日1，200円)

・問い合わせ 大村子ども劇場 Tel.53・7063
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No圃1一 大村小学校編-
「学習の楽しさがわかり、生き生きと活動する、子どもの育成をめざして」

。
今
月
か
ら
、

市
内
小
・
中
学
校
の

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
1
校
ず
つ
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

大
村
小
学
校
正
面
玄
関
に
掲
げ
ら

れ
た
額
に
は
、
「
先
人
を
学
び
豊
か
な

る
道
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

下
に
は
、
本
校

「黒
門
」
を
く
ぐ
っ

た
偉
大
な
先
輩
た
ち
の
肖
像
画
が
子

ど
も
た
ち
を
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
黒
門

の
伝
統
を
誇
り
に
し
な
が
ら
伸
び
伸

び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

ー
、
大
村
小
は
こ
う
か
わ
り
ま
す

チ
ャ
イ
ム
を
気
に
せ
ず
徹
底
学
習

授
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
鴫
ら
な
い
日

が
週
に
三
日
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
、

日
分
・
印
分
・
卯
分
授
業
な
ど
自
由

に
で
き
ま
す
。
基
礎
学
力
の
定
着
や

体
験
活
動
な
ど
に
児
童
も
教
師
も
チ

ャ
イ
ム
を
気
に
せ
ず
徹
底
学
習
が
で

き
ま
す
。

外
部
講
師
を
招
い
て
地
域
と
の
交
流

地
域
の
方
々
を
外
部
講
師
(
ゲ
ス

ト
テ
ィ

l
チ
ャ
l
)
と
し
て
招
き
、

専
門
分
野
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
場

を
広
げ
ま
し
た
。
今
年
は
、
生
活
科

で
母
親
や
老
人
会
の
方
々
、
環
境
問

題
で
そ
の
専
門
家
、
体
験
活
動
や
ク

ラ
ブ
活
動
で
地
域
の
達
人
、
国
際
理

解
教
育
で
在
住
外
国
人
の
方
々
な
ど

に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
、
「
世
界
、
日
本
、
そ
し
て
大
村
!
」

総
合
的
な
学
習
の
時
間
(
く
ろ
も
ん

タ
イ
ム
)
の
紹
介

6
年
生
編

6
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

は
、
国
際
理
解
を
中
心
に
進
め
て
行

く
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
外
国

の
方
を
教
室
に
お
招
き
し
、
そ
の
人

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
学
習

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
交
流
が
深
ま

る
ほ
ど
、
「
そ
の
人
の
こ
と
が
知
り
た

い
」
「
そ
の
人
の
国
の
こ
と
が
知
り
た

い
」
さ
ら
に
は
、

「自
分
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」

「自
分
の
住
ん
で

い
る
国
や
地
域
の
こ
と
を
伝
え
た
い
」

な
ど
と
い
う
思
い
が
高
ま
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
外
国
の
こ
と

を
調
べ
た
り
、
日
本
や
大
村
の
伝

統
・
文
化
を
調
べ
た
り
す
る
活
動
を

仕
組
め
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

c ) 

3
、
体
験
を
通
し
て
の
心
の
教
育

「
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
と

い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の

5
年
生
は
、
田
植
え
体
験
活
動
を
し

ま
す
。
今
年
は
、
種
ま
き
l
水
や
り

1
苗
m

つ
く
り
l
田
植
え
l
草
と
り
l

稲
刈
り
l
脱
穀
ま
で
、
子
ど
も
た
ち

で
が
ん
ば
り
ま
す
。

4
、
み
ん
な
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

児
童
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
縦
わ

り
で
活
動
す
る
行
事
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
3
つ
を
紹
介

し
ま
す
。

O
く
す
の
き
リ
レ
l

体
力
m

つ
く
り

の
一
環
と
し
て
幼
稚
園
を
含
め
全
校

児
童
が
参
加
し
ま
す
。一

年
間
を
通

し
て
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
、
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

O
大
小
ク
リ
ー
ン
作
戦

全
校
児
童

が
地
区
別
に
別
れ
、

登
下
校
す
る
道

を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
環
境
問
題
を

学
習
し
ま
す
。

O
大
小
祭
り

秋
の
土
曜
日
の

一
日

を
高
学
年
・
低
学
年
が
ペ
ア
に
な
っ

て
楽
し
み
ま
す
。
児
童
会
が
中
心
と

な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
地
域
の

方
々
も
参
加
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

5
、
お
母
さ
ん
方
の
活
躍

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
お

母
様
方
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
、
図
書
館
の
整
備
や
室
内
レ
イ

ア
ウ
ト
、
本
の
配
置
換
え
な
ど
で
、

と
て
も
明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
読
み
聞
か

せ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
も
設
け
ま
す
。

摩
訪
で
@
定

と

|幻?
王少2の
敷:長

誇:ラ
イ'i¥~ 一
本 移
致

長
与
三
彩
と
は
、
江
戸
時
代
、

大
村
藩
の
長
与
村
(
現
長
与
町
)

に
あ
っ
た
窯
で
焼
か
れ
た
磁
器
で
、

ナ
ス
色
、
黄
色
、
ブ
ル

l
、
緑
な

ど
、
目
の
覚
め
る
よ
う
な
鮮
や
か

な
色
彩
の
焼
き
物
で
す
。

色
彩
や
デ
ザ
イ
ン
は
、
そ
れ
ま

で
日
本
に
あ
っ
た
ど
の
焼
物
と
も

ま
っ
た
く
違
い
、

一
体
、
い
つ
、

誰
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
焼
い
た

も
の
か
謎
に
つ
つ
ま
れ
、
そ
の
数

も
少
な
い
こ
と
か
ら
「
幻
の
長
与

三
彩」

と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

大
村
藩
が
記
録
し
た
「
郷
村
記
」

の
長
与
村
の
記
述
の
中
に
、
「
皿
山

之
事
」
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
皿

山
と
は
焼
物
窯
の
こ
と
で
、
寛
文

7
年

(1
6
6
7
年
)
浅
井
角
左

衛
門
(
実
は

2
代
深
津
儀
太
夫
勝

幸
)
・
尾
道
吉
右
衛
門
ほ
か
が
皿

山
を
建
て
、
そ
の
後
、
正
徳
2
年

(
1
7
1
2年
)
波
佐
見
稗
木
場
よ

り
太
郎
兵
衛
と
い
う
者
が
来
て
皿

山
を
再
建
し
た
と
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
続
き

ま
す
。
「
寛
政
4
年

(
1
7
9
2年
)

当
村
市
次
郎
、
頃
年
珍
敷
焼
物
伝

来
致
し
、
重
宝
に
も
相
成
へ
く
趣

を
以
て
、
畠
二
段
を
与
え
:・」
。
大

村
藩
で
は
、
そ
の
焼
物
を
高
く
評

価
し
、
そ
の
技
術
を
絶
や
さ
ぬ
よ

う
畠
二
段

(
6
0
0
坪
)
を
与
え

た
の
で
す
。
こ
の

「珍
し
き
焼
物
」

ー
文
化
財
は
語
る
|
③

こ
そ
長
与
三
彩
で
は
と
考
え
ら
れ

て
来
ま
し
た
、
近
年
、
天
草
の
古

文
書
か
ら
、
寛
政
8
年

(
1
7
9

6
年
)
頃
に
、
長
与
皿
山
に
「
チ

ャ
ン
パ
ン
人
(
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の

総
称
)
の
焼
物
師
」
が
い
た
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

日
本
の

「三
彩
」
は
、
奈
良
時

代
に
中
国
か
ら
伝
わ

っ
た
技
術
で

焼
か
れ
た
「
奈
良
三
彩
」
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
南
部
か
ら

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
地
域

の

一
部
で
は
、
古
く
か
ら
「
三
彩」

が
焼
か
れ
て
い
ま
す
。
鎖
国
時
代

に
チ
ャ
ン
パ
ン
人
が
長
与
に
来
た

と
す
れ
ば
問
題
で
す
が
、
チ
ャ
ン

パ
ン
焼
が
伝
わ

っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
や
は
り
長
崎
に
近
か
っ
た

か
ら
に
遣
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
美
し
い
色
彩
に
は
、
江
戸

時
代
の
大
村
人
の
感
性
が
現
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
資
料
は
、
史
料
館
に

7
月
お

日
ま
で
展
示
し
ま
す
。
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千秋公園開国当時のスケッチ
(秋田県秋田市)
千秋公園の設計は大評判となり 、公園は
もとより個人庭園についても設計依頼が
殺到し、安平の名声を全国区にした記念
すべきものでした。

長
岡
安
平
は
、
大
村
藩
出
身
で
、
明
治
・
大
正
の
時
代
に
東
京
の
芝
公
園
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
の
公
園
・
庭
園
の
設
計
や
街
路
樹
苗
木
の
育
成
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念

物
の
保
存
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

「
祖
庭
長
岡
安
平
明
治
の
造
園
設
計
家
」
と
い
わ
れ
た
、
安
平
の
人
物
・
功
績

に
ふ
れ
、
彼
の
偉
大
さ
を
郷
土
の
誇
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
岡
安
平
の
名
声
を
全
国
区
に
し
た
千
秋
公
園

《
安
平
が
携
わ
っ
た
全
国
の
公
園
伯
母

千秋公園現況写真 (平成10年撮影)

-
千
秋
公
園
は
明
治
4
年
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
、

陸
軍
省
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
却
万
石
、
佐
竹
氏
の

居
城
久
保
田
城
跡
地
に
あ
り
ま
す
。
公
園
と
す
る

た
め
依
頼
を
受
け
た
、
長
岡
安
平
は
、
明
治
お
年

か
ら

3
年
が
か
り
で
年
6
千
円
計
1
万
8
千
円
の

経
費
で
造
り
上
げ
ま
し
た
。
当
時
米
1
俵
(
印
キ

ロ
グ
ラ
ム
)

4
円
切
銭
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
今

に
換
算
す
れ
ば
3
億
円
位
の
工
事
費
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
公
園
に
今
も
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

槽
1
0
0
本
を
献
植
し
た
と
い
う
祈
念
碑
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
献
槍
樹
百
本
長
岡
安
平
・
小
林

宋
吉
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
小
林
と
あ
る
の
は
、

安
平
さ
ん
の
弟
子
で
す
。
こ
の
城
は
、
天
主
閣
も

石
垣
も
無
い
自
然
を
利
用
し
た
城
で
、
そ
の
姿
を

活
か
し
た
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
千
秋
万
歳
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
年
代
の
長
久
な
る

こ
と
を
祝
す
る
語
か
ら
き
た
も
の
で
秋
田
の
秋
に

長
久
の
千
を
冠
し
て
千
秋
公
園
と
名
づ
け
ら
れ
ま

E
U
宇
九
。

。
青
森
の
ん
民
協
公
園
は
明
治
科
年
水
原
衛
作
が
計

画
立
案
し
た
も
の
の
募
金
が
集
ま
ら
ず
苦
節
の
中

着
手
し
た
が
、
明
治
時
年
工
事
半
ば
に
死
亡
、
そ

の
後
を
兼
巳
十
郎
が
継
続
、
心
血
を
そ
そ
ぎ
輪
郭

と
内
部
の
設
備
を
備
え
、
明
治
訂
年
青
森
町
に
寄

贈
さ
れ
、
み
“
す
か
ら
は
、
公
園
整
備
の
た
め
管
理

者
と
な
り
大
正
科
年
ま
で
続
け
た
そ
う
で
す
。
そ

の
問
、
長
岡
安
平
と
森
角
平
の
指
導
援
助
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
藩
政
時
代
、
歴
代
の
津

軽
藩
主
が
、
こ
の
地
で
野
宴
を
聞
き
三
誉
の
松
に

城
主
み
ず
か
ら
献
酒
し
た
と
い
う
高
さ
叩
メ
ー
ト

ル
周
囲
お
メ
ー
ト
ル
樹
齢
4
6
0
年
の
松
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
は
浪
打
五
本
松
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
を
中
心
に
し
て
公
園
と
し
た
の
で
す
。
圏
内

に
は
初
基
に
及
ぶ
政
治
経
済
文
化
に
尽
力
さ
れ
た

人
物
の
石
碑
、
句
碑
、
胸
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。

-
異
人
公
園
(
秋
田
県
増
田
町
)
は
、
明
治
年
代

物
質
文
化
の
圧
迫
に
疲
弊
し
き
っ
て
い
た
こ
の
地

を
、
精
神
上
の
慰
安
を
自
然
に
求
め
よ
う
と
、
味

噌
、
醤
油
製
造
か
ら
水
力
発
電
、
養
蚕
製
糸
事
業

と
多
く
の
事
業
を
起
こ
し
、
重
大
な
業
績
を
残
さ

れ
た
長
坂
又
兵
衛
が
、
異
人
山
の
景
勝
に
目
を
つ

け
ら
れ
当
時
、
名
声
の
高
か
っ
た
長
岡
安
平
に
設

計
の
依
頼
が
な
さ
れ
、
大
正
元
年
着
工
同
6
年
に

完
成
を
見
た
公
園
で
す
。
当
時
、
公
園
の
予
算
4

5
0
円
の
と
こ
ろ
に
報
酬
料
が
2
0
0
円
と
い
う

の
に
驚
き
、
長
坂
翁
は
安
平
氏
の
居
宅
東
京
芝
に

訪
ね
ら
れ
交
渉
し
て
印
円
で
引
受
け
て
も
ら
っ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
付
で
完
成
さ
れ
た
公
園
で
あ

り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
大
正
元
年
頃
の
物
価
は
、

米
1
俵
(
印
キ
ロ
グ
ラ
ム
)

8
円
、
人
夫
印
銭
、

大
工
釘
銭
で
し
た
。
今
こ
の
米
1
俵
は
2
万
円
位

の
よ
う
で
す
。

以
上
3
ヵ
所
の
公
園
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
、
そ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
す
こ
と
に
技

巧
を
避
け
、
自
然
の
風
韻
そ
の
ま
ま
を
表
さ
れ
て
、

当
地
の
木
を
植
え
近
く
の
石
を
使
う
と
い
う
心
配

り
の
造
園
設
計
は
、
あ
ら
た
め
て
偉
大
さ
を
感
じ

る
も
の
で
す
。

真人公園間関当時の写真 (秋田県増田町)

真人公園現況写真 (平成11年撮影)

長岡安平顕彰事業実行委員会
副会長神近義光
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大
村
市
の
水
道

④

こ
れ
か
ら
の
水
環
守

地
球
は
美
し
い
水
の
惑
星
で
す
。
し
か
し
、

よ
る
地
球
環
境
の
悪
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

水
は
、
飲
み
水
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
透
き
レ

そ
の
美
し
い
景
観
は
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を

環
境
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い

1
1
1
x

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
は
、
よ
り
お
い
し
い
水
を
作
る
た
め
の
針
縫

ω誹思
凹
を
ご
紹
介
す

る
と
と
も
に
水
環
境
を
守
る
た
め
に
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を

一
緒
に
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

，()自然を生かした水質海化〉

水道の水源である貯水池は、近年アオコなどの植物プランクトンがたびたび異常発
(.1' 

生しています。この原因は川に流れこんだ生活排水などの中に含まれるリンや窒素が

貯水池にたまり、これを栄養にして植物プランクトンが増えるためです。植物プラン

クトンが増えると水道水がカビ臭くなったりしておいしくなくなります。このため水

道局では、植物プランクト ンの異常発生を防ぐため、プランクトンの栄養となる貯水

池のリンや窒素を、浮島や水辺に植えた水生植物を使って減らす方法などを検討して

います。

この方法は、野鳥や魚、昆虫などが生息しやすい豊かな環境と景観をつくりなが

ら、自然の力を利用して水質を浄化していこうというものです。

は
島

崎

市
子

J

J

、、，，

イ{

()水環境を守るためにできること〉

シーハットおおむら

地球上の水はほとんど海水で、私たちが飲み水

など生活に利用できる淡水は全体のわずか 1%に

すぎません。

この貴重な水資源を守るために各家庭での節水

が大切です。また、節水により生活排水を減らした

り、ちょっとしたくふうできれいな川や海を守る

ことができます。

節水のくふう

じゃ口からの水の出しっぱなしを減らす。

洗濯物をまとめ洗いする。

風呂の残り湯を有効利用する O

節水型機器を使用する。

O家庭でできるくふう

(i 

設置イメージ ¥¥_1 

健全な水循環の回復O

健全な水循環とは、大地に降った雨が、森林や

土によってたくわえられ、地下水となってゆるや

かに海に流れ込み、 海の水が水蒸気となって再び

雨になることです。この健全な水循環の流れのな

かで、動物や植物が豊かな自然環境をかたちづく

ります。

シーハットおおむらでは、 屋根に降った雨を地

下のタンクにためて浄化し、トイレの水や植木な

どの散水に利用しています。

このタンクには最大で約200nf (200 eのドラ
ム缶1，000本分)の雨水をためておくことができ

ます。

生活排水をきれいにするくふう

食器や鍋などの油は紙で拭き取ってから洗う。

天ぷら等に使った油は流さない。

生ゴミを流さない。

台所の洗剤は薄めて使う O

洗濯はなるべく 環境にやさしいせつけんな

どを必要な量だけ使う。

森林が切り聞かれ、田畑が宅地となって都市化が進むと健全な水循環が壊されて、 一気に海へ流れて

しまい、地下水としてたくわえられなくなります。そして大量の水の消費が、川の水や地下水をさらに

減少させ、地表の温度上昇や地盤沈下などを引きおこすことになります。

貯水池に人工的な湿地をつくるために、浮島や

水辺に水生植物を植えます。水生植物は、その根

や茎から水中のリンや窒素を栄養分として吸収し

ます。そしてこの人工的な湿地は、野鳥の巣やエ

サ場、 魚類の産卵場所、 昆虫などの “すみか"と

しての環境をつくりだします。

健全な水循環を回復させるためには、 雨水や下水道処理水などを有効利用するとともに、森林や田畑

を守ることによって地下水の保全につとめることが必要です。

このことで、 自然や生態系が回復し、地球の環境改善にもつながるのです。
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(. 

大
村
駅
前
周
辺
に
位
置
す
る
中
心
部

商
庖
街
は
、
以
前
は
、
市
民
の
生
活
、

買
い
物
、
娯
楽
、
交
流
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
場
所
で
す
。
と
こ

ろ
が
最
近
で
は
、
車
社
会
の
進
展
、

消
費
者
ニ

l
ズ
の
多
様
化
、
大
型
屈

の
郊
外
出
庖
な
ど
に
よ
り
、
人
通
り

が
少
な
く
な
り
、
空
き
庖
舗
が
発
生

し
シ

ャ
ッ
タ

ー
の
下
り
た
屈
が
目
に

付
く
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
の
賑
わ

い
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
の
中
心
部
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
と

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
w

つ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
市
で
は
、
地
元
商
屈
会
・

商
工
会
議
所
等
と
の
意
見
交
換
を
重

ね、

今
回、

「
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
方
針
と
し
て
は
、
中
心
市

街
地
を
ひ
と
つ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
見
立
て
、
各
商
屈
に
つ
い

て
は
、
個
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り

魅
力
あ
る
商
屈
街
を
形
成
し
ま
す
。

そ
し
て
、
消
費
者
が
通
り
を
歩
き
な

が
ら
、
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
め
る
よ
う
な
品
揃
え
の
屈
が

増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
性
化
を
図

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

寸
志!

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
「
市
街
地

の
整
備
改
善
」
の
た
め
の
事
業
と
し

て
は
、
民
間
主
導
で
進
め
ら
れ
て
い

る
上
駅
通
り
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
を
は
じ
め
、
郊
外
型
大
型
庖
や
シ

l
ハ
ッ
ト
大
村
と
中
心
部
商
庖
街
と

の
聞
に
、
人
の
流
れ
を
作
る
よ
う
な

街
路
を
整
備
し
て
相
乗
効
果
を
も
た

ら
す
た
め
に
、
本
町

一
丁
目
の
電
線

類
地
中
化
事
業
と
歴
史
の
散
歩
道
整

備
事
業
、

内
田
川
沿
い
の
親
水
性
を

考
慮
し
た
歩
道
整
備
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
付

近
の
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
1
化
等
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

「商
業
等
の
活
性
化
」
の
た
め
の
事

業
と
し
て
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
修

や
統

一
し
た
フ
ァ
サ

l
ド
(
屈
舗
外

装
)
整
備
、
不
足
業
種
の
誘
致
な
ど

を
行
い
、
特
に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
あ
る

中
央
商
庖
街
に
お
い
て
は
、
長
崎
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
、
人
・
物
・
文

化
の
交
流
地
と
し
て
の
大
村
宿
の
再

生
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
所

在
す
る
研
究
機
関
等
の
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
や
長
崎
空
港
利

用
者
を
呼
び
込
む
た
め
の
仕
掛
け
作

り
を
図
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
商

品
券
事
業
、
受
注
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
、
環
境
整
備
事
業
な
ど
の
取
り

組
み
を
図
り
ま
す
。

今
回
策
定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
商
業
等
の
活
性
化
」
に
関
す
る
事

業
を
、
よ
り
具
体
的
に
推
進
し
、
併

せ
て
中
心
市
街
地
の
運
営
や
管
理
が

適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
ま
ち
m

つ
く

り
機
関
(
※

T
M
O
)
を
設
置
し
ま

す
。
今
後
、
商
工
会
議
所
が

T
M
O

と
な
り
、
各
商
庖
会
、
商
工
会
議
所
、

市
役
所
及
び
市
民
等
が

一
体
と
な
っ

て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の

事
業
推
進
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
T
M
O
と
は
、
ま
ち
w

つ
く
り
を
運

営
・
管
理
す
る
民
間
の
ま
ち
m

つ
く
り

機
関
で
、
タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
・
オ

1
ガ
ニ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
略
で

す
。こ

の
件
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
商
工
課
(
内
線
2
4
5
)

ヘ

本町アーケード内の空き庖舗を活用・

「まちかど研究室」

( 
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大村のまちを元気で魅力あるまちにするために、バイタリティー

あふれる人が市の中心商庖街に出庖する際に支援をします。

「ぜひ商売に挑戦してみたい」人を、大募集しています 0

0家賃を半額補助します!
0テナントミックス事業庖舗……中央商庖街に不足している業種。
0チャレンジショップ事業庖舗…1フロアを 2"""'3坪で間仕切りした集合庖舗で、今ま
で商売の経験がなく、創業意欲のある人。とにかく、やる気があって 1年後には中央

商庖街に独立后舗を持ちたいと考えている人。(商売に必要な知識等を指導します。)
O募集要項
1 .家賃補助期間:入庖日から1年間(平成12年8月1日以降)
2.受付:平成12年7月末固まで(埋まり次第締切ります)
3.申し込み・問い合わせ:大村商工会議所テナントミックス事業係
出庖については、申し込み後に大村商工会議所が設置する審査委員会において審査後、

決定させていただきます。

詳細につきましては、大村商工会議所までお問い合わせください。

TEL0957-53-4222 
FAX0957-52-2511 



みんなの

健康ご存じですか?
“子宮内膜症"という病気

子
宮
内
膜
症
と
い
う
病
気
は
、
初
j

ω年
前
ま
で
は
ま
れ
な
病
気
と
考
え
ら

れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
程
注
目
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近

で
は
診
断
法
の
進
歩
や
女
性
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
発
症
の
機

会
や
発
見
頻
度
が
著
し
く
増
加
え
、
治
療

さ
れ
る
婦
人
科
疾
患
の
中
の
約
3
分
の

l
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
と
は
ど
ん
な
病
気
?

子
宮
の
内
壁
に
あ
る
子
宮
内
膜
が
周

期
的
に
剥
げ
落
ち
て
出
血
す
る
の
が
月

経
で
す
が
、
こ
の
内
膜
と
同
じ
よ
う
な

組
織
が
子
宮
腔
以
外
の
場
所
で
増
殖

し
、
月
経
ご
と
に
出
血
を
お
こ
し
て
い

く
病
気
で
す
。
腹
膜
や
卵
巣
を
は
じ
め

体
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
お
こ
り
、
ひ

ど
く
な
る
と
お
な
か
の
中
に
癒
着
を
起

こ
し
、
廃
痛
が
ひ
ど
く
な
っ
て
日
常
生

活
を
妨
げ
る
程
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

後藤産婦人科医院

後藤 英夫

不
妊
症
の
患
者
さ
ん
の
1
1
2
割
、
原

因
不
明
の
不
妊
症
に
限
る
と
そ
の
過
半

数
に
こ
の
病
気
が
認
め
ら
れ
る
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
の
原
因
に

は
、
い
ろ
ん
な
説
が
あ
り
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る

環
境
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
で
あ
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
と
関
連
し
て
い
る
と
の
報
告
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
は
ど
ん
な
症
状
?

代
表
的
な
症
状
は
月
経
痛
で
す
。
月
'

経
以
外
の
下
腹
部
痛
、
腰
痛
、
性
交
痛

も
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
月
を
追
う

ご
と
に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ガ
ン
の
よ
う
に
悪
性
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
閉
経
す
る
ま
で
は
進

行
す
る
の
で
、

m
j
m歳
代
で
発
症
し
、

羽
歳
代
後
半
に
は
か
な
り
悪
化
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
の
診
断
は
?

臨
床
的
に
は
、
問
診
、
内
診
、
エ
コ

ー、

M
R
I
お
よ
び
血
液
検
査
な
ど
に

よ
り
、
子
宮
内
膜
症
と
診
断
し
て
治
療

を
開
始
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
確
定

診
断
す
る
た
め
に
は
、
腹
腔
鏡
(
麻
酔

を
し
て
、
お
な
か
に
約
1
セ
ン
チ
前
後

の
小
さ
な
切
り
傷
を
つ
け
て
お
な
か
の

中
を
み
る
検
査
法
)
で
直
接
み
て
診
断

す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
宮
内
膜
症
に
対
す
る
治
療
は
?

年
齢
に
も
よ
り
ま
す
が
、
妊
娠
を
希

望
す
る
か
ど
う
か
で
治
療
法
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
医
師
と
も
よ
く
相
談
し

た
う
え
で
、
最
良
の
治
療
法
を
決
め
る

ご
と
が
重
要
で
す
。

一
般
的
に
は
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
手

術
療
法
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
と
手
術
療
法

の
組
み
合
わ
せ
の

3
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
療
法
と
は
、
ホ
ル
モ

ン
の
投
与
に
よ
っ
て
、
月
経
を
止
め
、

子
宮
内
膜
の
異
常
な
増
殖
や
病
変
の
進

行
を
抑
え
る
と
い
う
方
法
で
す
。
1
つ

は
、
く
す
り
に
よ
っ
て
妊
娠
に
似
た
状

態
(
偽
妊
娠
)
に
す
る
方
法
と
も
う
一

つ
は
卵
巣
か
ら
の
ホ
ル
モ
ン
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
、
一
時
的
に
閉
経
状
態
に
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
手
術
療
法

に
は
腹
腔
鏡
下
手
術
で
病
巣
を
除
去
し

た
り
、
癒
着
を
は
が
す
保
存
的
手
術
と

妊
娠
を
望
ま
な
い
閉
経
前
の
重
症
の
子

宮
内
膜
症
の
患
者
さ
ん
に
は
子
宮
摘
出

と
と
も
に
左
右
の
卵
管
卵
巣
を
摘
出
す

る
根
治
手
術
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
患

者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
子
術
前
後
に
ホ
ル

モ
ン
療
法
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。産
婦
人
科
を
受
診
す
る
こ
と
は
抵
抗

が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
月
経

痛
が
強
い
方
や
月
経
以
外
で
も
下
腹
部

痛
が
あ
る
方
は
子
宮
内
膜
症
の
可
能
性

が
あ
り
、
勇
気
を
持
っ
て
産
婦
人
科
を

受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

食
品
表
示
の

基
礎
h
v

誌

食
品
添
加
物
は
、
加
工
食

品
を
製
造
す
る
と
き
に
意
図

的
に
加
え
ら
れ
る
物
質
で
、

食
品
を
加
工
し
た
り
保
存
性

を
も
た
せ
た
り
す
る
目
的
で

使
わ
れ
る
も
の
で
す
。
加
工

食
品
は
わ
た
し
た
ち
の
食
生

活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
消
費
者

と
し
て
は
、
加
工
食
品
を
買

う
と
き
、
そ
こ
に
使
わ
れ
て

い
る
食
品
添
加
物
の
内
容
や

そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
も
知

っ
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

食
品
添
加
物
に
は
、
化
学

的
に
合
成
さ
れ
た
添
加
物
と

そ
れ
以
外
の
天
然
添
加
物
と

が
あ
り
、
使
用
で
き
る
食
品

添
加
物
の
品
目
は
「
食
品
衛

生
法
」
で
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。
使
用
で
き
る
食
品
添
加

物
と
は
、

①
安
全
性
が
確
認

さ
れ
る
も
の

②
食
品
の
製

造
、
加
工
に
必
要
不
可
欠
な

③
食
品
の
栄
養
価
を

も
の
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維
持
さ
せ
る
も
の
④
食
品

の
腐
敗
や
変
質
を
防
ぐ
も
の

①
そ
の
他
、
消
費
者
に
利
点

を
与
え
る
も
の
な
ど
で
す
。

食
品
衛
生
法
で
は
、
添
加

物
の
品
目
ご
と
に
、
使
用
対

象
商
品
、
食
品
涼
加
物
の
使

用
量
、
使
用
目
的
、
使
用
方

法
な
ど
の
使
用
基
準
を
定
め

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
使
用
量
は
、
動

物
を
用
い
た
毒
性
試
験
に
お

い
て
求
め
ら
れ
る
有
害
な
作

用
を
示
さ
な
い
最
大
量
を
安

全
係
数
(
通
常
で
は

1
0
0
)

で
割
り
、

1
日
摂
取
許
容
量

(
A
D
I
)
を
求
め
、
こ
の

A

D
I
を
超
え
な
い
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
工
食
品
の
品
質
表
示
基

準
で
は
、
使
用
さ
れ
た
食
品

添
加
物
は
、
原
則
と
し
て
す

べ
て
、
使
用
量
の
多
い
順
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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今
年
の
1
月
か
ら
大
村
青
年
会
議

所
の
理
事
長
を
つ
と
め
、
早
く
も
半

年
が
た
と
う
と
し
て
い
る
吉
川
さ
ん

は
、
家
業
の
あ
ん
こ
屋
さ
ん
の
仕
事

と
と
も
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
青
年
会
議
所
に
入
会
し
た
の
は
U

年
前
の
こ
と
。
今
年
は
最
後
の
年
な

の
で
、
今
ま
で
の
恩
返
し
の
つ
も
り

で
、
地
域
社
会
の
た
め
に
一
生
怒
命

職
務
を
果
た
し
た
い
、
と
熱
く
語
る

士口
川
さ
ん
。
と
い
う
の
も
、
今
年
も

8
月
の
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」

が
迫
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
会
議
所

の
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
が
カ
を
ひ
と
つ

に
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
、
し
っ
か

り
と
し
た
体
制
の
一
一美
付
け
が
あ
っ
て

こそ、

「市
民
の
み
な
さ
ん
の
交
流

の
場
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と

の
言
葉
に
も
カ
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。自
由
な
時
間
に
は
、
ビ
デ
オ
化
さ

夏越まつりに向けて

全力投球中!

吉川宗文さん

(杭出津2丁目)

れ
た
映
画
を
み
た
り
、

音
楽
を
聴
い

た
り
し
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
は
美

術
部
の
部
長
だ
っ
た
そ
う
で
、
今
ま

で
も
よ
く
絵
画
展
な
ど
に
顔
を
出
し

て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
時
間
も

な
く
、
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り
と
絵

筆
を
握
っ
て
み
た
い
、
と
の
こ
と
。

職
務
の
関
係
上
、
ど
う
し
て
も
酒

の
席
に
出
る
機
会
が
増
え
た
た
め
、

健
康
に
注
意
し
て
あ
と
半
年
の
任
期

を
無
事
に
ま
っ
と
う
し
た
い
、
と
話

す
吉
川
さ
ん
で
す
が
、
こ
っ
そ
り
と

「
ま
あ
酒
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
で
す
し

ね
」
と
も
:
・。
甘
い
あ
ん
こ
屋
さ
ん

の
両
親
の
背
中
を
見
て
育
っ
て
き
た

現
在
は
、
果
た
し
て

「甘
党
」
?

「童
2
7

青
年
会
議
所
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「
感
謝
の
心
で
ま
ち
“
つ
く
り
」
、

「
広
げ
よ
う
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
実
践
し
、
大
村
を
も
っ

と
豊
か
で
活
き
活
き
と
し
た
街
に
し

た
い
と
話
す
吉
川
さ
ん
で
し
た
。

3 

筆二郎 (73歳)

ワキコ (72歳)

一宮小路2丁目ー

昭和23年11月30日入籍

「畑仕事が

楽しい毎日J

ふたり℃、50年
上野

λ 

偲

争

mJ
年
簡
を
ふ
り
か
え
っ
て

(筆

二
郎
)
勤
め
て
い
た
時
は
、
残

業

・
休
日
勤
務
ば
か
り
で
無
我
夢
中
。

趣
昧
の
釣
り
に
行
け
る
よ
う
な
自
分
の

時
間
が
な
く
て
、
苦
し
い
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。
家
族
サ
ー
ビ
ス
も
な
か
な
か

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
退
職
後
に
ゆ
っ

く
り
と
畑
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
時
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

(ワ
キ
コ
)
「た
ま
に
は
休
め
ば
」
と
言

っ
て
も
、
簡
単
に
聞
い
て
く
れ
る
よ
う

な
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
で

も
、
主
人
の
仕
事
の
聞
に
は
、
趣
味
の

日
本
舞
踊
を
習
い
に
行
く
こ
と
が
で
き

て
、
名
取
り
に
も
な
れ
ま
し
た
。
4
7

で

は
踊
り
が
生
き
が
い
で
す
。

出
会
い

(筆
二
郎
)
も
と
も
と
二
人
と
も
同
じ

職
場
へ
汽
車
で
通
勤
し
て
い
た
の
で
、

私
の
仕
事
へ
の
理
解
も
示
し
て
も
ら
え

て
助
か
り
ま
し
た
。

(
ワ
キ
コ
)
お
互
い
に
家
も
さ
ほ
ど
離

れ
て
な
く
て
、
駅
ま
で
は
操
路
の
上
を

正〉、
7 

な緒 ;
らに の
し歩
か p

ちて
~f丁
、っ

Lて;
一、-

l:; t ~ 
子会 :
ね争 徐

eも

そ
し
て
今

(筆
二
郎
)
町
内
会
の
役
員
な
ど
、
ま

た
別
の
意
味
で
忙
し
い
時
も
あ
り
ま
す

が
、
畑
仕
事
を
し
て
い
る
時
が
一
番
落

ち
着
き
ま
す
。
ナ
ス
・
き
ゅ
う
り
・
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
家
庭
で
食
べ
る
ほ
と
ん
ど

の
野
菜
は
農
薬
を
控
え
て
、
健
康
的
な

食
事
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

(ワ
キ
コ
)
娘
が
大
阪
に
い
る
の
で
、

年
に
1
1
2
回
は
顔
を
出
し
て
、
そ
の

足
で
あ
ち
こ
ち
観
光
旅
行
に
行
っ
て
い

ま
す
。
東
京
に
い
る
大
学
生
の
孫
の
成

長
も
楽
し
み
で
す
が
、
あ
ま
り
帰
っ
て

来
な
い
し
、
事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
か
と
心
配
で
す
。

現
在
、
町
内
の
老
人
会
の
副
会
長
と

会
計
を
ま
か
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
地
域

の
人
た
ち
の
お
か
げ
。
そ
の
恩
返
し
で

す
よ
。」
と
笑
う
お
二
人
で
し
た
。

1-<;F-L三位J三官Ij
大村市国際交流員

ミゲル・ オリベイ ラさん

私
に
は
日
曜
日
に
気
が
重
く
な
る
と
い
う
癖

が
あ
り
ま
し
た
。
土
曜
日
に
は
そ

ん
な
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
多

国

分
1
週
間
の
仕
事
が
始
ま
る
と
い

圃

由
、

う
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
の
か
も
し

-
レ

1
f

れ
ま
せ
ん
。
夜
、
暗
く
な
れ
ば
郷

-
↑

L
H

-

7

，f
J
 

愁
が
体
に
入
り
込
み
、
頻
繁
に
た

園

高
川

め
息
を
つ
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で

一

A

し
た
。
た
め
息
の
せ
い
で
、

一
層

圏

}

不
健
康
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
避

-
h
M
1

け
る
た
め
に
「
日
曜
日
の
一
昧
」

-

F
t

を
結
成
し
ま
し
た
。

一
昧
は

3
人

-

v
h

い
て
、
私
、
友
人
の

P
、
6

0
代

園

い
し

半
ば
で
退
職
を
し
た
討
論
が
大
好

・

'u

き
な

P
の
父
親
M
で
し
た
。
日
曜

-
u
Z
3

日
は
必
ず
お
昼
過
ぎ
に
集
ま
っ
て

プ

R

畳
食
に
出
掛
け
ま
し
た
。
レ
ス
ト

一

O

ラ
ン
を
慎
重
に
ぎ
、
新
し
い
届

一

F

を
開
拓
す
る
の
も
好
き
で
し
た
が
、

園

お
気
に
入
り
の
屈
の
リ
ス
ト
も
で

一

s

き
て
い
ま
し
た
。

M
は
タ
ラ
料
理

一

A

で
有
名
な
彼
の
好
き
な
屈
に
行
き

-

た
が
り
ま
し
た
。

「日
曜
日
の

一
昧
」
を
始
め
て
か
ら
、
私
は

日
曜
日
の
午
前
中
に
特
別
な
日
課
を
作
り
ま

し
た
。
仕
事
の
あ
る
日
よ
り
も
寝
坊
を
し
、

目
覚
め
た
と
き
は
猫
の
よ
う
な
感
じ
で
し

た
。
最
初
に
バ
ル
コ
ニ
ー
で
ト
ー
ス
ト
、
カ

フ
ェ
オ
レ
、
ジ
ュ
ー
ス
の
朝
食
を
と
り
ま
し

た
。
ご
の
朝
食
は
、
冬
が
特
に
快
適
で
し
た
。

寒
く
て
も
青
空
が
広
が
り
、

日
差
し
も
最

高
で
す
。
バ
ル
コ
ニ
ー
に
座
っ
て
、
体
を

丸
め
、
ま
ぶ
し
さ
に
目
を
閉
じ
気
昧
に
し
、

気
温
が
低
く
て
も
日
差
し
の
お
か
げ
で
背

中
は
温
か
く
、

-
人
で
静
け
さ
を
楽
し
み
、

猫
の
よ
う
に

2
，

3
回
背
伸
び
を
し
て
、

趣
の
あ
る
朝
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
猫
か
ら
人
間
に
戻
り
、
新
聞
を
読

み
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
着
替
え
を
し
て

・

「
一
味
」
の
会
合
に
出
か
け
ま
し

圃

た
。

園

料
理
を
注
文
し
た
後
、
レ
ス
ト
ラ

園

ン
に
い
る
全
て
の
カ
ッ
プ
ル
を
観

圃

察
す
る
の
が

M
の
習
わ
し
で
し

園

た
。
静
か
に
座
っ
て
い
る
の
は
結

園

婚
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
、
熱
心
に

と

閑

話
し
て
い
る
の
は
禁
じ
ら
れ
た
恋

こ

田

を
楽
し
ん
で
い
る
愛
人
の
カ
ッ
プ

る

園

ル
だ
と
い
う
の
で
す
。
そ
し
て
、

、え

圃

M
は
彼
の
結
論
に
つ
い
て
意
見
を

伝

-

求
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
愛

を

-

人
か
そ
う
で
な
い
か
、
討
論
は
盛

江

園

り
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

P
は

園

理
に
か
な
っ
た
根
拠
を
持
た
ず
、

-

「あ
ん
な
顔
の
人
間
は
、
き
っ
と

圃

結
婚
し
て
い
な
い
。
愛
人
が
い
る

固

な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
だ
。」
と

圃

い
う
考
え
だ
け
で
し
た
。
し
か
し
、

園

す
ぐ
に
話
題
は
政
治
に
移
り
、
政

.

治
家
を
け
な
し
、
面
白
く
て
変
な

彼
ら
の
噂
を
始
め
ま
し
た
。
討
論
、
食
事
、

お
酒
、
笑
い
の
た
め
に
し
ば
ら
く
は
週
末

が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

M
は
、
「
月
曜
日
の
朝
」

を
迎
え
な
く
て
済
む
“
隠
居
"
が
ど
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
か
を
思
い
出
さ
せ
、
全
て

を
台
無
し
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

18-
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障
害
基
礎
年
金
(
無
拠
出
)
の

受
給
者
の
皆
さ
ん

現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く
!

(7月
一
巴
)

保
険
年
金
課(内
線
1
1
3
・
1
1
4
)

却
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
病
気
や
ケ

ガ
で
障
害
基
礎
年
金
(
無
拠
出
)
を
受

け
て
い
る
方
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
「
現
況
届
』
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
こ
の
「
現
況
届
」
は
、
年
金
受
給
者

の
生
存
、
他
の
公
的
年
金
の
受
給
状
況

お
よ
び
所
得
の
審
査
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
8
月
分
か
ら
1

年
間
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
も
の
で
す
。

市役所

合 53-4111(代表)

第13回国民年金写真コンテス卜
特選 「おさかなさんこっちおいで!J安永敦子さんの作品

-
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

現
況
届
郵
送
(
年
金
受
給
者
へ
)

@
市
役
所
保
険
年
金
課
年
金
係
ヘ
提
出

「
現
況
届
」
に
診
断
書
が
添
付
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
の
障
害

の
状
態
が
年
金
法
に
定
め
る
障
害
の
程

度
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ

ま
す
の
で
、
同
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
「
現
況
届
』
を
提
出
し
な
い
と
、

8
月
か
ら
1
年
間
の
年
金
が
受
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
ロ
年
1
月
2
日
以
降
、
大
村
市

に
転
入
し
て
来
ら
れ
た
人
は
、
所
得
確

認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
前
住
所
地
で

の
平
成
日
年
分
の
所
得
証
明
書
を
現
況

届
と

一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
募
集

第

S
E
国
民
年
金
作
文
コ

ン
ク
ー
ル

保
険
年
金
課(内
線
1
1
3
・

1
1
4
)

紅
世
紀
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん

が、

「年
金
」
を
自
分
の
こ
と
と
し
て

考
え
る
の
は
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
本
格
的
な
長
寿
社
会

を
迎
え
た
今
日
、
若
い
人
た
ち
が
、
少

し
で
も
公
的
年
金
に
関
心
を
持
ち
そ
の

大
切
さ
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
「
家
族
」

を
と
お
し
て
、
老
後
を
健
や
か
に
暮
ら

す
た
め
に

「と
も
に
支
え
合
う
」
年
金

に
つ
い
て
語
り
合
い
、
年
金
を
先
の
こ

と
と
し
て
で
は
な
く
、
身
近
な
も
の
と

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

「国
民
年

金
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
応
募
資
格
中
学
生
応
募
作
品

4

0
0字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚
以
内

(
5

0
0字
以
上
)
応
募
方
法
各
学
校

で
取
り
ま
と
め
、
諌
早
社
会
保
険
事
務

所
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
送
付
先
干
8
5
4
1
8
5
4
0

諌
早
市
栄
田
町

c
m

応
募
締
切

9
月
国
日
何

国
保
の
加
入
・
脱
退
の
届
け
出
は

必
ず
は
日
以
内
に
1
・

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
0
)

-
加
入
の
届
け
出
が
お
く
れ
る
と

国
保
へ
の
加
入
資
格
が
発
生
し
た
時

点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

保
険
証
が
な
い
た
め
に
、
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

@
脱
退
の
届
け
出
が
お
く
れ
る
と

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
の
に
保

険
証
が
手
元
に
あ
る
た
め
に
、
う
っ
か

り
そ
の
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け

た
場
合
、
あ
と
で
国
保
が
負
担
し
た
医

療
費

(
7
割
ま
た
は
8
割
)
を
返
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
こ
ん
な
と
き
は
、
昨
日
以
内
に
必
ず

届
け
出
を

・
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
を
脱

退
し
た
り
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

場
合
は
、
国
保
の
資
格
取
得
の
手
続
き

を
し
て
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

-
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、

他
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合
は
、
国
保

の
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
保
険
証

を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
住
所
変
更
、
世
帯
主
の

変
更
、
出
産
、
死
亡
な
ど
国
保
の
異
動

が
生
じ
た
場
合
は
、

M
H

日
以
内
に
市
民

課
ま
た
は
出
張
所
で
届
け
出
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
医
療
機
関
に
変
更
後
の
保

険
証
を
提
出
し
、
確
認
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

今
月
は
、

4
月
に
受
診
さ
れ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

快
適
な
環
境
づ
く
り
は

ま
ず
水
洗
化
か
ら

下
水
道
建
設
課
(
内
線
4
0
3
)

。
汲
み
取
り
便
所
は
、
処
理
開
始
(
公

共
下
水
道
接
続
可
能
)
日
か
ら
、

3
年

以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
下
水
道

法
日
条
の

3
)

。
水
洗
化
工
事
に
は
、
改
造
資
金
の
融

資
斡
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。

。
私
道
に
も
市
費
で
下
水
道
を
布
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
一
定
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
下
水
道
建

設
課
へ
)

仁、

「
宅
地
内
の
排
水
設
備
の
管
理
は
皆
さ

ん
で
」屋
外
の
溜
桝
を
1
か
月
に
1
回
は
掃

除
し
て
生
ご
み
と
一
緒
に
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
排
水
管
の
清
掃
は
必
要

な
い
と
思
い
ま
す
。
宅
地
内
の
排
水
管

の
詰
ま
り
、
器
具
の
故
障
は
、
指
定
工

事
屈
ま
た
は
排
水
設
備
協
会
へ
、
ま
た

修
理
費
用
は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
0

0
排
水
設
備
工
事
(
指
定
工
事
屈
)
の

見
積
が
規
制
緩
和
に
よ
り
自
由
競
争
と

な
り
ま
し
た
。

大
村
市
排
水
設
備
指
定
工
事
庖
の
指
定

(
平
成
立
年
5
月
1
日
交
付
分
)

※
指
定
番
号
・
庖
名
(
所
在
地
)

花
後
田
設
備
(
諌
早
市
有
喜
町
5
0

3
)

・刀
A
Z
設
備
(
諌
早
市
福
田
町

2
4
9
7ー

ー

6
)

・丸
岡
昭
住
メ
ン
デ

ィ
ン
グ
(
西
彼
杵
郡
多
良
見
町
化
屋
名

m
l
M)
・
汚
朔
陽
設
備
(
長
崎
市
平

間
町
5
9
2
5
)

・
花
水
土
工
業

(
長
崎
市
城
山
町
臼
1
2
)

・刀
揃
谷

山
油
糧
(
東
彼
杵
郡
川
棚
町
百
津
郷
1

1
1
1
m
)

・
花
滑
石
設
備
(
長
崎
市

滑
石
2
丁
目

5
1
5

・
乃
側
南
栄

(
長
崎
市
平
山
町
1
0
8
9
)

・

ω伺

野
口
浄
設
工
業
所
(
諌
早
市
大
字
真
崎

破
龍
井
名
1
0
21
1
)

・剖
陶
開
設

備
(
諌
早
市
川
内
町
3
4
2
)

・
位

銅
山
中
住
設
(
東
彼
杵
郡
川
棚
町
中
組

郷
1
2
7
3
3
)
.

邸
側
量
祐
設
備

(
諌
早
市
津
久
葉
町
5
1
臼
)
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市役所

ft53圃4，111(代表)

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
4
)

第
お
田
市
民
大
清
掃
を

実
施
し
ま
す

ク
リ
ー
ン
な
が
さ
き
推
進
月
間

(
8

月
)
に
あ
わ
せ
て
、
市
内
2
か
所
の
中

央
会
場
お
よ
び
各
町
内
会
に
て
市
民
大

清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

中
央
会
場
実
施
日
時

8
月
6
日
側
、

午
前
7
時
加
分
1
8時
加
分

実
施
会
場
大
村
公
園
・
大
上
戸
川
の

中
央
2
会
場
お
よ
び
各
町
内
の
道
路
、

公
園
、
広
場
等

ご
存
じ
で
す
か
介
護
保
険
制
度

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
受
給

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
3
9
)

要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
被
保
険
者

が
受
け
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
施
設

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者
負
担
が
著
し

く
高
額
で
あ
る
と
き
は
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
ま
た
は
高
額
居
宅
支
援
サ
ー

ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
高
額
八
ハ
護
サ
ー
ビ
ス
費
お
よ
び
高
額

居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
の
対
象

と
な
る
利
用
者
負
担
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
で
す
。

①
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
・
居
宅
支
援

サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
利
用
者
負
担

②
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
利
用

者
負
担

※
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
や
施
設

が
独
自
に
設
定
す
る
費
用
等
に
つ
い
て

は
除
か
れ
ま
す
。

-
高
額
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
要
件

高
額
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
医
療
保
険
制

度
等
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
や
老

人
保
健
制
度
に
お
け
る
一
部
負
担
金
と

の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
長
期
に
わ
た

り
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
一
般
的
に
想
定
さ
れ
る
介
護
の
特

性
に
よ
り
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

川
所
得
に
応
じ
た
利
用
者
負
担
の
上
限

の
設
定

イ
、
低
所
得
者
等
以
外

3
万
7
、
2
0
0円
/
月

ロ
、
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
等

2
万
4
、
6
0
0円
/
月

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び

世
帯
員
の
全
て
に
つ
い
て
市
町
村
民
税

が
非
課
税
で
あ
る
者
(
市
町
村
民
税
世

帯
非
課
税
者
)

ハ
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
等

1
万
5
、
0
0
0円
/
月

①
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
で
あ
る

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

②
生
活
保
護
の
被
保
護
者

川
世
帯
の
利
用
者
負
担
の
上
限
の
設
定

医
療
保
険
制
度
の
高
額
療
養
費
制
度

に
お
い
て
、
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
世

帯
合
算
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
同
一
世
帯
に
要
介
護
者
等
が
権
数

い
る
場
合
は
、

仰
の
上
限
額
を
当
該
世

帯
全
体
の
利
用
者
負
担
の
上
限
額
と
す

る
「
世
帯
合
算
」
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
介
護
保
険
法
上
は
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
個
々
の
要
介

護
者
等
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
世
帯
と
し
て
の
利
用
者
負
担

上
限
額
を
、
個
々
の
要
介
護
者
等
利
用

者
負
担
の
額
に
応
じ
て
案
分
し
て
算
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

を便あ

お利三
三なに
ロ~，

め「
z口
語獲
す振
替

取
扱
金
融
機
関
へ

日
頃
、
忙
し
い
人
や
つ
い
う
っ
か
り

市
税
等
を
納
め
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な

方
の
た
め
に
、
簡
単
で
便
利
な
「
口
座

振
替
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
は
、
一
度
手
続
き
を
す

る
と
毎
年
継
続
さ
れ
、
手
間
が
か
か
ら

ず
便
利
で
す
。

申
込
方
法

「口
座
振
替
依
頼
書
・
自

動
払
込
利
用
申
込
書
」
に
記
入
し
、
預

貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
の
印
か
ん
・
納

付
書
を
持
参
し
て
、
金
融
機
関
へ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
郵
送
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
)

取
り
扱
'
つ
税
等

O
税
務
課
(
内
線
1
2
5
)

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税O
保
険
年
金
課
(
内
線
I
l
o
-
-
1
3
)

国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料

。
高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
3
7
)

介
護
保
険
料

。
建
築
課
(
内
線
4
4
1
)

住
宅
使
用
料

。
児
童
家
庭
課
(
内
線
1
5
3
)

保
育
料

。
水
道
局
業
務
課
(
包
⑬

1
1
1
1
)

上
下
水
道
使
用
料

。
下
水
道
業
務
課
(
内
線
4
1
1
)

下
水
道
受
益
者
負
担
金

。
農
村
整
備
課
(
内
線
2
5
6
)

農
業
集
落
排
水
使
用
料

申
込
書
提
出
先
取
扱
金
融
機
関

親
和
銀
行
・
十
八
銀
行
・
長
崎
県
央
農

業
協
同
組
合
・
西
九
州
信
用
金
庫
・
長

崎
銀
行
・
九
州
銀
行
・
た
ち
ば
な
信
用

金
庫
・
長
崎
県
労
働
金
庫
・
郵
便
局

ご
存
じ
で
す
が
?

兜
護
手
当

市
民
課
(
内
線
1
0
1
)

児
童
子
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担

う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の

向
上
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

。
児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
申
請
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
市
役
所
市

民
課
ヘ
(
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
ヘ
)

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
所
得
が

一
定
額
以
上
の
人
に
は
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
月
額

第
1
子
・
第
2
子

5
、
0
0
0
円

第
3
子
以
降

1
万
円

.6
月
か
ら
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る

範
囲
が
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
、

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
人
が
対
象
で
し
た
が
、

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し

て
い
る
人
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
詳
し
く
は
、
「
広
報
お
お
む
ら
6

月
号
」
に
掲
載
)

。
児
童
手
当
現
況
届

児
童
子
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎

年
6
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ

提
出
し
て
い
な
い
人
は
至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
現
在
、
受
給
中
の
人
で
、

3
歳
以
上
の
義
務
教
育
就
学
前
の
お
子

さ
ん
も
養
育
し
て
い
る
場
合
は
、
「
額

改
定
詰
求
書
」
も
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

現
在
、
受
給
さ
れ
て
い
な
い
人
で
、

3
歳
以
上
の
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
養

育
さ
れ
て
い
る
人
は
、

9
月

m日
ま
で

に
「
認
定
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
は

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
な
ど
の
必
要
書
類
は
、
市
民

課
窓
口
・
各
出
張
所
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
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平
成
ロ
年
度

長
崎
撰
韓
間
関
採
蹄
選
箸

試
験

長
崎
県
総
務
部
人
事
課

(
8
0
9

5

8

2

6
I
9
5
2
0
)
 

採
用
職
種
等

一
般
事
務
(
課
長
級
)

1
名
程
度
職
務
内
容
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
育
成
な
ど
産
業
振
興
施
策
の
推

進
等
受
験
資
格

①
昭
和
お
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
②
民
間
企
業

等
に
お
け
る
実
務
経
験
が
お
年
以
上
あ

る
人
受
付
期
限

7
月
7
日
制

採
用
予
定
時
期
日
月
1
日
以
降

防
衛
庁
職
員
採
用
制
種

試
験

2課福
|人岡
2事防
ミ係衛
チ(施
~fi 設
0局
9総
2務
|部
4総
7務

受
付
期
間

7
月
3
日
切

j

U
日
也

受
験
資
格
昭
和
白
年
4
月
2
日
i
昭

和
路
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
入

試
験
区
分

一
般
事
務
・
電
気
・
機

械
・
土
木
・
建
築

市役所

ft53圃4111(代表)

コ
ミ
セ
ン

(宮
⑭
3
1
6
1
)

時
ミ
リ
映
客
機
操
作
認

定
講
習
会

受
講
者
に
は
「
操
作
認
定
証
」
が
交

付
さ
れ
、
映
写
機
や
フ
ィ
ル
ム
を
利
用

で
き
ま
す
。

日
時

7
月
日
日
∞

-
H
日
樹

、
午

後
6
時
加
分
1
8時

ω分
※
両
日
と

も
受
講
必
要
場
所
コ
ミ
セ
ン
対

象

一

般

成

人

定

員

初

人

受

講

料

無

料

主醤鐘率罷擁臨鰹鐘襲撃語

文
部
省
認
定
技
詫
検
定
試
験

吋
毛
糸
、
レ
ー
ス
編
物
』

例
日
本
編
物
検
定
協
会

長
崎
支
部
役
員

新

田

(

宮

(⑮

7
4
6
0
)

古
根
村
(
宮
@
8
5
2
3
)

小
坂
(
宮
@
1
4
1
4
)

検
定
日

9
月
U
日
間

場

所

向

陽

高
校
検
定
料

1
級・
:
9
、
0
0
0

円、

2
級:・
6
、
0
0
0
円、

3
級:・

4
、
0
0
0
円、

4
級

:
i、
5
0
0

円
資
格
ど
な
た
で
も
、
何
級
か
ら

で
も
受
検
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

8
月
訂
日
嗣

容盟国窓器能選滋魁密接欝竃噛

お
お
む
ら
の
統
計
が
で

き
ま
し
た

総
務
課
(
内
線
2
1
2
)

平
成
ロ
年
版
お
お
む
ら
の
統
計
が
完

成
し
ま
し
た
。
大
村
市
の
自
然
、
人
口
、

経
済
、
教
育
な
ど
各
分
野
に
わ
た
る
基

本
的
な
統
計
資
料
を
収
録
し
て
い
ま

す
。
1
冊
1
、
2
0
0
円
で
頒
布
し
て

い
ま
す
。

大
将
駐
喝
地

納
涼
盆
踊
り
大
会

大
村
駐
屯
地
広
報
室
(包
⑫
2
1
3
1

日
時

7
月
辺
日
出
、
午
後
6
時
却
分

1
9
時
加
分
場
所
大
村
駐
屯
地
グ

ラ
ウ
ン
ド
※
当
日
は
午
後
4
時
加
分

か
ら
駐
屯
地
を

一
般
開
放
し
ま
す
。

一
一
一
滞
・
松
原
海
水
浴
場

海
関
き

観
光
物
産
課
(
内
線
2
4
2
)

期
間

7
月
口
日
開

1
8
月
刀
日
同

時

間

午

前
9
時
j
午
後
6
時

お
願
い
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し

ょ
う
0

・
海
水
浴
場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
三
一
浦
海
水
浴
場
は
周

り
が
私
有
地
の
た
め
、
指
定
さ
れ
た
道

以
外
は
通
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

海
水
浴
場
以
外
は
遊
泳
禁
止
で
す
。

自
動
議
ア
包
ス
メ
ン
ト

長
崎
陸
運
支
局

(
2
0
9
5
8
3
9
4
7
4
7
)
 

平
成
日
年
度
版
「
自
動
車
ア
セ
ス
メ

ン
ト
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
「
自
動
車
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
に

は
、
自
動
車
の
購
入
お
よ
び
使
用
に
際

し
て
の
参
考
と
な
る
よ
う
な

「自
動
車

安
全
情
報
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

入
手
方
法
は
長
崎
陸
運
支
局
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

圃園田園田園田明掛語圏

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
!

お
は
な
し
の
つ
ど
い

中
地
区
公
民
館
(
包
⑮

1
3
7
6
)

楽
し
い
お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
誰
で
も
自
由

に
ご
参
泊
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
1
日
目
、
午
後
2
時
1
3

/ 
¥ 

時

場

所

中

地

区

公

民

館

内

容

人
形
劇
・
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
(
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
)

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
譲
成

講
箆
〈

2
級
課
程
)

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
5
8
)

現
在
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
に
従
事
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
今
後
従
事
し
よ
う

と
お
考
え
の
方
の
た
め
に
ホ
l
ム
ヘ
ル

パ
l
養
成
講
座

(
2
級
課
程
)
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

対
象
大
村
市
在
住
で
全
過
程
(
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
)
受
講
可
能
な
方
(
今
回
は

3
級
ヘ
ル
パ

l
有
資
格
者
を
対
象
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
。)

定

員

日

人

期

間
[
講
義
・
実
技
]
1
0
0時
間
8
月

四
日

i
m月
1
日
ま
で
の
土
・
日
・
祝

全
日
回
[
実
習
]
初
時
間
日
月
2
日

間
1
1
月
初
日
制
ま
で
の
間
で

4
日
程

度

時

間

午

前

9
時
j
午
後

5
時

(
多
少
変
更
あ
り
)
場
所
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、

テ
キ
ス
ト
代
6
、
8
0
0
円
は
実
費
)

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
(返

信
用
は
が
き
表
に
も
住
所
、
氏
名
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。)

※
お
申
し
込
み
は
お
一
人
様
は
が
き
1

枚
限
り
有
効
、

1
枚
の
は
が
き
に
つ
き

1
名
の
み
有
効
。

申
込
期
限

7
月

日
日
制
当
日
消
印
有
効
申
込
先
干

8

5
6
1
0
8
2
5

西
三
城
町
8
番
地

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
包
⑮

1
3

5
1
)
 

ζI 

住
宅
情
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
隈

7
月
叩
日
刊

抽

選

臼

7
月
叩
日
嗣

午
前
叩
時

i

入

居

日

8
月
1
日

ω

抽
選
場
所

一市
民
会
館

2
階
小
会
議
室

住宅名 戸数 間取り 構造 階

東諏訪 3 K 簡2 1.2階一体

旭 (改良) 2 K 中耐5 4 

竹 松 2 3 K 簡2 1.2階一体

久原第2 3DK 中耐5 3 

久原第2 3DK 中耐5 4 

古賀島 3DK 中耐4 4 

木 I曇 2DK 中耐3

※
家
賃
は
入
居
住
宅
お
よ
び
入
居
者
の
収
入
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

※
旭
(
改
良
)
、
木
場
は
単
身
入
居
可
能
住
宅
で
す
。

(単
・身
は
印
歳
以
上
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
)

※
旭
(
改
良
)
は
申
し
込
み
時
の
収
入
基
準
が
他
と

異
な
り
ま
す
。

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
ペ
ッ
ト
類
の

飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

園
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
都
市
開
発
株
式
会
社

宮
⑭
4
1
5
1

大
村
市
東
三
城
町
6
番
地

l

大
村
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

3
階

※
受
付

時

間

午

前

9
時
j
午
後

5
時

(土
・
臼

・
祝
祭
日
除
く
)
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市役所

ft53圃4.111(代表)

高
齢
者
掻
能
講
習
会
受

講
生
募
集

シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー

(包
⑫
5
2
2
5

高
齢
者
の
就
業
に
役
立
て
る
た
め
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

。
オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
(
ビ
ル
管
理
)

対
象

ω代
前
半
の
方

日
時

7
月

目
日
i
時
日
(
土

・
日
曜
日
は
除
く
)
、

午
前
9
時
j
午
後
5
時

場
所

大
村

商
工
会
議
所
定
員
初
人
(
定
員
に

な
り
次
第
締
切
)
受
講
料
無
料

申
込
期
限

7
月
5
日

ω

平
成
吃
年
度
第

2
学
期

般
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン

タ
ー
学
生
募
集

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

(包
⑩
1
3
1
3
)

放
送
大
学
は
、
平
成
立
年
度
第
2
学

期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
学
生
・

選
科
履
修
生

(1
年
間
在

学
)

・
全
科
履
修
生

(卒
業
を
目
指

す
)
・
科
目
履
修
生

(
6
か
月
間
在
学
)

受
付
期
限

8
月
日
日

ω

授
業
開
始
叩
月
1
日
制

木
工
と
竹
細
工
教
室

参
加
者
募
集

長
崎
県
民
の
森
キ

ャ
ン
プ
場
管
理

棟

(
8
0
9
5

9

2

4
i
1
6

6
0
)
 

日
時

7
月
辺
日

ω、
午
後
1
時
i
4

時

受
付
・
集
合
場
所

県
民
の
森
キ

ャ
ン
プ
場
管
理
棟
(
西
彼
杵
郡
外
海
町
)

イ
ベ
ン
ト
会
場

県
民
の
森
実
習
棟

(
木
工
館
)
募
集
人
員
竹
細
工
:
・
初

人
、
ク
ラ
フ
ト
:
・
印
人
、
本
立
て

:-m

人

そ

の

他

作

業
し
や
す
い
服
装
、

軍
手
な
ど
を
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
料

2
0
0
円
(
小
学
生
以
上
)

小
・
中
高
校
生
の
た
め
の
国
際
交
流

「
喬
少
年
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ
」
参
加
者
募
集

側
国
際
青
少
年
研
修
協
会

(
2
0
3
1
3
3
5
9
8
4
2
1
)
 

対

象

小

学

4
年
生

l
高
校

3
年
生

定

員

小

学
生
1
9
0
人

・
中
・
高
校

生
1
5
0
人

期
間

7
月
初
日

ω
j

初
日
目

場

所

小

学
生
(
山
梨
県
山

中
湖
村
営
キ
ャ
ン
プ
場
)
中
・
高
校
生

(
山
梨
県
立
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
)
参
加
費
用
お
よ
び
説
明
会

出
発
地
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す

。

※
詳
し
く
は
鯛
国
際
青
少
年
研
修
協
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

7
月
5
日
目

※
先
着
順

視聴覚ライブラリー

親子映画会

ひとつ惇れほ、わろいろできる. .... . -_. ， 「小鉢大好き」
久保香菜子著

メインディッシュのまわりを彩る小鉢
は、ちょっとずっいろいろあった方が
嬉しいですね。この本には、お浸し、
ごまあえ、 酢の物、サラダなどいろん
な小鉢料理が簡単につくれるレシピが
満載です。ぜひ、挑戦してみてください。

7月8日国
市コミセン
西大村コミセン

¥
7
1
j
 

わ
門
分

j
門
ソ
門
/
』

Q
U

2
メ
メ

メ
ニ
ニ

ニ
ア
ア

ア
(

(

(
険
ん

た
置
さ

ぶ
の
員

き
ヤ
船

ど
一
の

き
ソ
卜

〉
」
・
一

く
ム
ル

ぼ
卜
プ

扇
聞
・

7月8日国
10: 00-11 : 00 中地区公民館

置スイミー (アニメ26分)
置忍たま乱太郎のがんばるしかないさ②(アニメ 10分)
薗よわむしたろう (アニメ 15分)

エクスペリメン卜 (ジョン ・ダーントン著)/殉霊(街健二著)/猫
の幸福光線 (大野隆司著)/正義は胡乱 [うろん] (曽野結子著)/
虜 (藤田宜永著)/アフ リカの絵本上 ・下 (伊集院静著)/嘘をも う
ひとつだけ (東野圭吾著)/鬼あざみ (諸国玲子著)/チチンプイプ
イ (宮部みゆき ・室井滋著)/恐るべきお子さま大学生 (ピーター ・
サックス著)/ほとけさま(白州正子著)/出会いたい野の花たち (鶴
田静著)/ハラダ発ライ麦畑経由ニューヨーク行 (原田宗典著)/も
めんの服が好きだから(こうの早苗著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (H FAX@2457) 

@ 田 お車でどうぞ
E罰E者自民目指刷副園田町Tl/~同【空間川相1I1I~1t:l:.~・町盟

-22-

フジカラープリント

MII¥|書LTAカメラ・ビデオカメラ
無料診断 デジタルカメラ

7月 9~ 立:;
ご愛機ミノルタを当后まで
お持ち下さい。

仁聖 母235努力



初
心
者
の
た
め
の

ギ
タ
1
3
か
月
講
座

大
村
ギ
タ

l
合
奏
団

川
村
(
宮
⑮

7
8
3
7

名
曲
を
教
材
に
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
。

ギ
タ

l
の
持
ち
方
か
ら
「
禁
じ
ら
れ
た

遊
び
」
ま
で
。

日
時

7
月
7
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
、

午
後

7
時
i

8
時

日

分

場

所

コ

ミ

セ

ン

会

費

3
、
0
0
0
円

(
他
に

テ
キ
ス
ト
代
1
、
2
6
0
円
)

な
か
よ
し
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集松

尾

(
岱
(⑪

4
3
0
7
)

例
会
日
毎
週
月
曜
日
・
:
松
並
公
民
館
、

毎
週
火
曜
日
:
・
コ
ミ
セ
ン

対

象

就

学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
親

会

費

月

1
、
5
0
0円

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

諌
早
税
務
署
(
岱
⑫

1
3
7
0
)

市役所

岱 53-4111(代表〉

次
代
を
担
う
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
税

に
つ
い
て
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
や
体
験
、

考
え
な
ど
を
テ
l
マ
と
し
て
作
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
点
数

1
人
1
編
3
、
0
0
0
字

以
内
募
集
締
切

9
月
7
日
同

農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間

6
丹
市
日

1
7
月
刊
日

…-..句7:.l、，.・.-1<，、.....

U~ 
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夏越わり
チャリティーバザー|こ
出居しませんか?

だれでも踊れる「おおむら音頭」

楽しく元気な「夢まつりJ (新音頭)
クラスのみんなと、子ども会で、ご町内で、

会社の同僚と、みんなで踊れば楽しさも倍増。

年齢、性別問いません。踊りやすい衣装で

ご参加くださ~ ~ o 
・申込締切 7月15日 (水)

平成12年おおむら夏越しまつりにお

屈を出してみませんか?

ただし、チャリティーバザーですか

ら飲食物の販売はできません。

対象団体

各町内会・ボランティア団体・

市内各種団体等

※新音頭 「夢まつりjおよび 「おおむら音頭」のCDは
事務局にお問い合わせくださ L) 0 

・申し込み・問い合わせ

おおむら夏越まつり協賛会事務局Te1.52-2580

7月21日(金)

-問い合わせ

おおむら夏越まつり協賛会事務局

Te1.52-2580 

申込締切

8月11日(金)、 午前 9時~午後4時
市役所→道路公団建設機械体験試乗→高速道路トンネル建設
現場→出島資料館→市役所

80人 (応募者多数の場合は抽選とします)

小学生 (低学年の場合は保護者同伴)

無料

往復はがきに住所・氏名・学校名・学年・性別 ・電話番号を
記入し、市土木課 (干856-8686玖島1-25)に申し込んでく
ださい。

申込締切 7月28日(金)
・問い合わせ 土木課 (内線421)

日時

コース

定員

対象

参加費

応募方法

8月は道路を守る月間です

!事<nel探検隊f(スVアー

山学生隊員募集l
道路は、私たちの生活を守る大切な財産です。いつも
広く美しく、安全に利用するよう心掛けましょう
道路の重要性に対する関心と道路を守る精神を高める
ため8月10日を「道の日Jとして定め全国的な取り組みか、
なされています。
市では、小学生に道路の大切さを理解してもらうため
にパスツアーの隊員を募集しています。

n(5'2)3066 
-23-



市役所

ft53・4111(代表)

市
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
参
加
チ

i
ム
募
集

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6

期
日

8
月
5
日
出

・
6
日
同

だ
し
、
参
加
チ
l
ム
数
に
よ
り
、

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成
[
小
学
生
の
部
]
県
大
会

予
選
の
部
・
・
・
4
年
生
以
上
を
原
則
と
す

る
。
2
号
ボ
ー
ル
使
用
交
流
の
部
・

l
年
生

1
6
年
生
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
投

法
禁
止
・

1
号
ボ
l
ル
使
用
[
中
学
生

男
子
の
部
]
学
年
は
問
わ
な
い
。

参
加
資
格
大
村
市
子
供
会
育
成
連
合

会
に
登
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

単

一
子
ど
も
会
ま
た
は
隣
接
子
ど
も
会

で
チ
l
ム
編
成
可

参
加
料

l
チ
l
ム
1
、

日※
程た

。。
O 
円

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
普
及
大
会

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
内

大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
岱
⑫

6
1
9
4

日
時

7
月
幻
日
制
、

午
前
9
時
j
正
午

場
所
大
村
競
艇
場
内

内
容
カ
ヌ
!
の
練
習
お
よ
び
試
乗

参
加
費
無
料

酔盟瞳磁騒議誠理覆審彊麺

ニ
ュ
ー
ス
ポ
i
ツ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

中
地
区
公
民
館
(
岱
⑮
1
3
7
6
)

市
内
に
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
種
目
)

を
展
開
す
る
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

7
月
日
日
国

・
日
日
制

場
所

シ
l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
受
講
料

1
、

0
0
0
円

定

員

閃

人

程

度

講

師

大
村
山
岳
会
・
日
本
ダ
!
ツ
協
会
・
日

本
ブ
1
メ
ラ
ン
協
会
参
加
対
象
興

味
が
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

内
容
日
目
、
午
前
i
講
義
・

午
後
j

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
日
日

午
前
l
ダ
l
ツ
・
午
後
j
ブ
i
メ
ラ
ン

携
行
品
筆
記
用
具
、
運
動
が
で
き
る

服
装
(
屋
内
外
シ
ュ
ー
ズ
)
認
定
資

格
希
望
者
に
は
、
資
格
認
定
試
験

(ダ
l
ツ
・
ブ
l
メ
ラ
ン
)
を
実
施
し
ま

す
。
※
費
用
は
、
別
途
希
望
者
負
担

申
込
方
法
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
必
要
事
項
(
氏
名
・
住
所
・
所

属
・
電
話
な
ど
)
を
記
入
の
う
え
、
次

の
宛
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

干

8
5
6
1
0
8
1
4

大
村
市
松
並

1
丁
目
2

4

6

5

中
地
区
公
民
館

内

「大
村
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」

(
岱
・

F
A
X
⑮
1
3
7
6
)

申
込
期
限

7
月
7
日
幽
必
着

※
本
講
習
会
は
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
公
認
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
取
得
の
対
象
と
な

る
講
習
会
で
す
。

l j?!??F 

『長崎街道』
平成10年12月5日、シーハットおおむらで開催したシンポジウム 『異文化の情報路・長崎
街道Jが、書籍として出版され、 全国発売されました。
ドナルド・キーン、永井路子、網野善彦、ヨーゼフ・クライナ丸山落成、久田松和則

氏など、現代日本を代表する著名な学者や作家が参加し、 「長崎街道」をテーマに、街道で

繰り広げられる異文化との交流や鎖国論にいたるまで、多彩な意見が盛り込まれています。

書名 『長崎街道.1-鎖国下の異文化情報路一 5月25日刊行 NHK出版
定価 1，4 0 0円
市文化課・図書館・史料館・コミセン・各出張所で、もお買い求めいただけます 0

.問い合わせ文化課 (内線36 9) 

出版

e怠DOGv刈01
口の中に当てlはままる語句を答えてくださし、、O 

選挙当日、投票終了後には開票作業が行われるわ

けですが、このときに投票所と同じように開票所で

も立会人が事務を監視します。

原則的に、各候補者や名簿届出政党から 1人ずつ

選任される口口立会人ですが、市議選など候補者が

多いときは、定数の10人をこえる場合や同一政党の

候補者の届出によるものが 3人以上となる場合もあ
り、そのときは選管力ずくじによる抽選を行ないます。

l 市長持議長時|
応募要領

7月加入 360円
8月加入 320円

司
寸

l

で

虫
干
口
一ま

除
決
駒
但

円
引
川
和
人

目

『

-
R
E
f
t
、
4
l

L
小
L
V

※

応募締切 7月20日(木)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者
多数の場合は抽選。当選人a:発表は
発送をもって代えさせていただきます)

-申し込み・問い合わせ

安全対策課 (内線214)または各出張所
選挙管理委員会事務局 (6月号の正解/1)量問い合わせ

建物のオペレーター建築主の為の麦援システム
t‘ 

KANRI 

24 

第三者の目による施工監理の必要性をどう考えますか?

育限会社アイ.エムエム建築監理事務所 代表取締役池田充正

TEL 53-3552 FAX 53-3255 E.mail:immnaga@mocha.ocn.ne.jp 
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;毎とj蓄のクリーンアップ作戦

7/20垂「海の臼J
E董冨函唱~医!ii詰量

7月15日(土)-"'8月13日(日)

美しい海を守るため
僕と私でできることっ

第11団長崎県高齢者ふれあいスポーツ総合大会で優勝の「わのわリングチ
ームjと準優勝の「口 ンボールス」チームの皆さん (5/30・市役所)

県民の皆さんあ近くの浜でご協力をあ額いします。

主催/長崎県海と渚環境美化推進委員会

わがまち自慢・再発見fシリーズ⑭

SINTRACLUB Vol.12 
[シントラ ・クラブ]

平成9年8月大村市はポルトガル共和国シン
トラ市と姉妹都市を結びました。平成9年以降
にシントラ市を訪れた子供たちは、今も交流を
行っています。この子どもたちが、交流を通じ
て感じ学んだことを掲載します。

365固いつでも

安，~!活

25 

大村高等学校 井口 さやか

4月に、私はポルトガルの男の 情が変わった。「このはしは、木か

子2人をホストファミリーとして らできているのに、 一回しか使わ

受け入れた。短い滞在だったが、

彼らから学んだり、考えさせられ

たりしたことがたくさんあった。

その一つに 『割りばし』の問題

がある。ある日、レストランに行

った私達にだされたのは、フォー

クとナイフではなく、割りばしだ

った。彼らはすぐに興味をしめし

た。干ムが、割りぱしの言見明をして

pる中で、 「一回使ったらすてちゃ

んだよ」と言ったとき、彼らの表

ないの?もったいなpJと。強い
口調で訴えた。怒りの気持ちが見

え隠れしていた。

私ははっとさせられた。彼らの

気持ちの中には、これを当た り前

のように使う日本人への不信感が

あったにちがいなt) 0 五在かに、不込

達は、自然保護を訴えながらも、

こんな所で資源の無駄使いをして

いるのだ。私は、あらためてもっ

と真剣に考えるべきだと思った。
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ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
き
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V

一
橋
千
波
H
5
万

円
V
森
三
千
代

H
m万
円
V
雄
城
文

雄
リ
初
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

V
森
崎
マ
サ
エ

u

m万
円
V
福
田
惇
之

H
m万
円
V
川
瀬

ウ
メ

H
5万
円

鈴
田
地
区
開
発
振
興
会
へ

V
大
久
保
啓

子

u
m万
円

大
村
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
ヘ

V

坂
本
隆
一
郎

H
m万
円

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ

V
岡
山
武

H
m

万
円
V
佐
々
木
清
子

H
m万
円

文
化
基
金
へ

V
松
本
享
子
H
5万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ヘ

V
大
久
保
啓
子
H
3万
円

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ア
カ
デ
ミ
ー
H

切
万
円
V
坂
口
公
民

館
長
H
3
万
7
、
5
0
0
円
V
大
村
市

民
生
児
童
委
員
協
議
会
H
5
万
4
、
5

8
2
円
V
占
部
隆
子

H
m万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
や
ま
み
ち
歌
謡

教
室
H

お
万
5
、

0
0
0
円
V
長
崎
県

ろ
う
あ
福
祉
協
会
大
村
支
部
・
大
村
手

話
サ
ー
ク
ル

光
と
緑
の
冨
へ

V
へ
ア
メ
イ
ク
フM
V
本

経
寺
V
中
地
区
お
話
の
会
V
天
理
教
婦

人
部
V
永
測
屋
V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

慈
恵
荘
へ

V
大
久
保
啓
子
H
3
万
円
V

畠
田
義
則
リ
3
万
円
V
赤
木
信
雄
V
下

川
信
義
V
永
測
屋
V
松
永
シ
ズ
エ

V
辻

み
ち
子
V
菅
ひ
ろ
子
V
本
経
寺
V
原
生

花
屈
泉
の
里
ヘ

V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大

村
支
部
V
登
貴
和
木
会
マ
水
測
屋
V
大

村
古
賀
島
キ
リ
ス
ト
教
会
ぶ
ど
う
の
会

V
松
山
サ
ワ

子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
リ
1
万
円
V

側
丸
栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト

3
、
3
8
8
円

ほ
か

V
山
本
恒
夫
V
大
村
市
V
長
崎
き

の
こ
V
本
経
寺
V
永
測
屋

松
原
の
さ
と
へ

V
石
原
異
治
H

初
万
円

V
山
田
庚
平
V
上
本
良
徳

ま
り
も
倶
楽
部
へ

V
川
瀬
ウ
メ
U
2
万

円
V
中
村
ミ
ツ
ヨ

V
染
石
ツ
ギ
V
葉
山

廉
子
V
坂
口
シ
ズ
エ

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ

ツ
V
立
石

賓
V
三
根
歳
之
V
佐
藤
電
設
工
業

ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
へ

V
大
村
吟
詠
会
V

平
野
重
郎
V
鹿
山
恭
子
V
あ
や
み
会
V

山
本
洋

一
V
芦
塚
賢
策
V
永
測
屋
V
末

永
秋
義
V
芳

文

美

箕
望
荘
ヘ

V
と
き
わ
保
育
園

中
央
小
学
校
へ

V
平
成
日
年
度
中
央
小

学
校
卒
業
生
保
護
者

一
同

池
田
保
育
所
・
三
城
保
育
所
へ

V
高
橋

淳
治
池
田
保
育
所
へ

V
卒
園
児
保
護
者

清
和
国
ヘ

V
親
奉
仕
会
(
森
安
太
郎

・

松
尾
謙
・
小
下

一
義
)

V
本
経
寺
V
あ

か
ね
歌
謡
教
室

郡
岳
の
清
掃
V
オ
レ
ン
ジ
ハ
イ
キ
ン
グ

ク
ラ
フ

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
の
寄
付

コ
ン
サ
i
ト
収
益
金
を
寄
付

大村ミュージックアカデミー(主宰 ・宮本滋子さん)
は、チャリティーコンサートの収益金50万円を寄付
されました。(5/11・市役所)

高瀬富夫さん(岩松町)は亡母ツギさんの
香典返しにグランドゴルフセット (4セッ
ト・ 100万円相当)を寄贈されました。
(5/8・市役所)

『
生
ご
み
処
理
機
』

を
寄
贈

ベ
ス
ト
電
器
大
村
庖
か
ら
(
林
田
義
人
社

長
)
新
屈
舗
関
西
記
念
に
「
生
ご
み
処
理

機」

5
台
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
処
理
機
は

市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
に
配
置
し
、
環

境
教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
5
/
8
・
市
役
所
)
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... SEAHAT INFORMATION ... 

平成12年度・~I:I~~ヨ吃E~

夏期巡回ラジオ体操

8月2日[亙哩tFFF持!堵
スター卜:午前6時

終了:午前7時30分(予定)
・出演:輪嶋直幸 (講師)名川太郎 (ピアノ)

落語ファンお待ちかねの大村寄席。
今年も永六輔さんが、芸達者な演者たちを連れて
来てくれます。日本が誇る古典芸能をご堪能ください。

9月14日圃
場所:さくらホール
開場18: 30・開演19: 00 
.チケット (全席指定)

一般3，000円 (会員2，700円)

平成12年度文化庁移動芸術祭巡回公演

モダンダンス&フラメンコ
10月5日[討 さくらホール
開場18: 30・開演19: 00 
.チケット

[指定席A]3，000円
【指定席B]1，600円
.チケット発売日

一般7月11日 (火)

(会員2，700円)
(会員1，400円)

-会員7月4日 (火)

市営テニスコート利用団体協議会のご案内

市営テニスコートを平日の昼間に継続して利用する団体は、

年2回の調整会議で、コートの予約カfできます。
10名以上の社会人団体は、ぜひ参加して ください 0

・日時 :8月30日(水)15: 00---

・場所:シーハッ トおおむら スポーツ棟第3会議室

※10月から平成13年3月までのコート割り当てを決めます。
(平日昼間のみ)

It 

参加は自由です。
参加者は午前 5時50分までに
集合してくださし ¥0暗
集
剣
募 .放送 :8月2日 (水)

NHKラジオ第 1 午前6時30分~40分

氷

「あそびうた」
福尾野歩

六輔

「落語」
入船亭扇遊

「紙切りJ
林家 正楽

鹿署窪霊ヨ

ムrdを1会ヅど
y)/グー〆

9月3日固 市民会館
開場18: 30・開演19: 00 
.チケット

【指定席S]5，000円

{指定席A]4，000円

・主催 ・問い合わせ

大村で音楽を聞く会・本経寺佐古亮景Te1.53-5510

※チケットは、スポーツ棟事務所でも取り扱っています。

正
(会員4，500円)
(会員3，600円)

公共交通機関等をご利用ください。

7月2日 (日)から大村市民プールがオープンします。
ループスライダ一、造波プール、幼児プールなど利用者

が水に親しむ場、楽しむ遊び場として利用できます。

今年もたくさんの人出が見込まれますが、駐車スペース

に限りがありますので、できる限り公共交通機関等をご

利用ください。

「エ示tJ6 ^~-瓦示-一)
午前9時~午後iDl時・月曜日休館 ， 

27-



三の環踊イベントH

濁
『親子で探ろう!大村湾(大村湾ウォッチンクì2000)~
身近な体験をとおして吾供たちに大村蓮の現状と大切さ、

そして環境への関山をもってもらう目的で聞きます。
(※なお、この事業は{平成12年度宝くじ由成事業の朗成を受けて実施します。)

、、、-咽，圃血唖酔4酔司，陣咽圃，....司'・'咽圃圃酔

1 .日 時 7月22日 (土)午前9時30分
2.場 所寺島海岸
3.対 象大村市内在住の親子
4.申込方法親子1組または2組で4人1組のチームを作リ、市役所環境

保全課または市内各出張所に備えつけの参加申込書に記入の
うえ、 7月17日(水)までに申し込んでください。申し込
み多数の場合は、先着順となります。
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5.内容
①ごみの重さ当てクイズ…会場のごみを回収し、集めたごみの重さを予想

したり、分別し、その内容で採点します。
②海岸生物調べ…磯に住む生き物を採取し、数や種類で採点します。
③水質実験…j毎水などの水質を調べて、採点します。
④環境クイズ・・・環境問題に関するクイズ大会を開催します。

ll~ @)@目的問吉 田国 1
『リバーウォッチング2000~ 仮寝間

川の水生生物を探して楽しみながら、その川の水質を調べます。

暑い夏の日に冷たい川の中で、ミ子どもたちと一緒に、環境問題を掌ぶこ

とができます。
章、唱，同同，圃且咽固-.，....回'司，...，.、，......-皿、喧圃匝#.....o陣#-4田圃咽圃圃，且

1 .開催日程 7月26日(水) 午前9時30分 鈴田運動広場横
7月27日(木) 午前9時30分 大上戸川水田橋
7月28日(金) 午前9時30分 郡川榎奈匡
5人1組でチームを作り(老若男女を問いません)、市役所
環境保全課または鈴田-西大村・萱瀬の各出張所に備えつけ
の申込用紙に必要事項を記入して、 7月21日(金)までに
申し込んでください。申し込み多数の場合は、先着順となり
ます。
なお、小学生チームには別途連絡します。
チーム対抗で、川の水生生物を採取して、その数や種類で採
点します。また、採取した生物によって川の汚れ具合を判定
します。

(※なお、この事業は、財団法人地域活性佑センターが協賞しています。)

2.申込方法

準 予盆

旬匂m
e 3.内

大村商工会議所青年部
大村市東三城町6・1

TEL.53・4222 FAX.52-2511 
闘髄鋼

…大村~オランダ村

環境観察クルージング
&エコキッズ環境サミット

よユアザうわ琴の;会

湾CUP~荻荻!) inSS.:c， 
.;]~~・】;~匝B

小学校対抗イカダレース大会
参加費/無料
対象/小学生(1チーム8人以下)
募集/20チーム

-・・大村競艇場

参加費/2，000円(昼食代富む)
対象/小学生とその保護者

募集/100人

。 いず、れも募集期限は 7月20日(木) までです。
(定員になり次第、締め切ります)

-世帯数 32，370世帯 (+113) 
「広報おおむら」は再生紙(古紙40%)を使用しています。

ベーロンレース大会
参加費/無料
対象/高校生以上(1チーム21人)
募集/6チーム

-人口 85，522人 (+128) ・男 41，209人 (+56)・女 44，313人 (+72)
※5月31日現在 ( )内は前月比 (住基法、外登法に基づく )
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